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( ) シート

１　第五次東広島市総合計画に掲げる施策

２　目的別事業群の概要

３　事業群の目指す姿と戦略

４　成果指標

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

５　コスト情報

R12

単位
R6 R7 R8

人

人件費

12,100

寄与度

成果指標
初期値

（年度）

目標値及び実績値 終期目標値

（年度）

達成率

(ｲ)

R5
市街地整備事業区域
内人口（西条第二地区
内の人口）

11,000

目的別事業群名 主管部局・所属

市街地において必要な生活機能の集約が図られ
ていない

3まちづくりに関する総合的な計画策定

58.9%

実績値（R6年度）

58.9%
施策の数値目標

(ｱ)

令和 7 年度 予算

まちづくり大綱 ２　暮らしづくり 施　策 1 暮らしを支える拠点地区の充実

目的別事業群総括管理

施策の将来の目標像
　各拠点地区の役割に応じた機能が適正に配置され、様々な機能が集積される都市拠点を中心とし
て、拠点間が相互に連携し合いながら、地域の生活・にぎわい・交流を支える拠点地区が形成されてい
ます。

① 都市部 都市計画課良好な市街地形成の推進

上段：目標値

中段：実績値

下段：達成率

10,45010,198 10,700

一般財源

(ｳ)

都市部 都市部都市整備課 区画整理課

目的別

事業群

事業費

（千円）

当初予算額

Ｒ

６

年

度

Ｒ

７

年

度

決算額

一般財源

2,070,878

813,802

3,110,383

964,694

現状

戦略No.

指標

居住誘導区域内人口割合

初期値（R6年度） 目標値（R12年度）

59.2%

高

中

低

拠点地区周辺の市街地整備の取組み

安全・安心な憩いの場となる公園づくり

1

2

市街地において、無秩序な宅地化が進行してお
り、防災・減災機能を向上させるインフラの整備が
不十分

安全・安心な憩いの場が不足している

関係部局・所属

狭隘な道路や無秩序な開発など、安全・安心な都
市環境が形成されていない。

事業群の

目指す姿

都市の成長が持続され、誰もが住み慣れた地域で
安心して暮らせるように、各拠点地区の特性に応じ
て都市機能を集積するとともに、安全・安心な都市
環境の形成により、良好な市街地の形成を図る。

仮説に基づく戦略課題
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６　戦略を構成する事務事業 （単位：千円）

７　Ｒ7事業費の分析（差額＝「Ｒ7年度当初予算額」－「Ｒ7年度決算額」） ※決算額には繰越を含む。

８　Ｒ7成果指標の分析（成果指標の平均達成率）

９　取組の分析

１０　総合評価

＜総評＞

１１　今後の課題及び取組方針

区分 分析視点

妥当性 ・目的達成のために必要か
・対象、手段は適切か

有効性
・取組みの効果はあるか
・他に類似・重複している
　事業は無いか

効率性
・コスト削減余地は無いか
・実施主体は適切か
　（直営・委託等）

総合評価

課題

→

課題を踏まえた今後の取組方針

外的

要因
・外的な要因による影響は
　あったのか。

１・１・１

八本松駅前土地区画整理事業【特会】

８・５・３

八本松駅前土地区画整理関連公共事業

８・５・３

八本松駅前地区計画事業

８・５・５

西条第二地区地区計画整備事業

８・５・４

公園整備事業

８・５・１

都市計画推進事業

2,070,878
合計

差額

平均達成率 分析

分析内容

690,844

0 0

1,020,870

439,002 384,740

0 0

114,038 45,853

都市整備課 2.87

33,146

18.61
0 0

3,110,383

分析

№
款・項・目

事務事業名
所属 人役

3-1 都市計画課 2.50

1-3 区画整理課 1.46

1-4 都市整備課 2.57

1-1 区画整理課 5.84

1-2 区画整理課 3.37

2-1

40,738

0 0

R6 当初予算額

R6 決算額

R7

R7

当初予算額

決算額

0 0

157,720 201,700

0 0

636,128 1,416,482

0 0

決算時記載
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概要シート   

まちづくり大綱 施策 目的別事業群 

２ 暮らしづくり １ 暮らしを支える拠点地区の充実 ① 良好な市街地形成の推進 

 

事業の概要 

戦略 1 
拠点地区周辺の市街地整備

の取組み 
予算 1,653,163千円 前年度 1,401,604千円 

事務事業 1-1 
八本松駅前土地区画整理 

事業【特会】 
予算 1,020,870千円 前年度 690,844千円 

内容 

1-1_八本松駅前土地区画整理の推進 

    八本松駅周辺の狭隘な幹線道路、生活道路や住環境を一体的に整備し、良好

な都市環境を形成するため、土地区画整理事業による市街地整備を行う。 

施行面積 10.6ha 

総事業費 10,221 百万円 

平均減歩率 34.63% 

保留地面積 4,453.98m2 

①  物件移転補償・調査等（688,440千円（前年度 479,387千円）） 

土地区画整理事業の移転計画に則り、移転が必要となる建物等の補償や 

調査等を行う。 

②  造成工事（323,880千円（前年度 203,772千円）） 

土地区画整理事業の移転計画に則り、設計および造成工事を行う。 

 

【活動指標】 

   土地区画整理事業 進捗率 47％（事業費ベース） 

■事業スケジュール 

 

年度 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

補償

工事

換地計画・

換地処分

事業概要

 

 

■事業概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道４８６号 

（都）八本松駅前 1 号線 

JR 八本松駅 
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事業の概要 

戦略 1 
拠点地区周辺の市街地整備

の取組み 
予算 1,653,163千円 前年度 1,401,604千円 

事務事業 1-2 
八本松駅前土地区画整理 

関連公共事業 
予算 384,740千円 前年度 439,002千円 

内容 

1-2_八本松駅前土地区画整理に関連する公共施設の整備 

    土地区画整理事業と関連し、地区内の雨水排水施設や公園等を整備すること

で、良好な住環境の形成を図る。 

① 雨水管渠整備（322,880千円（前年度 359,900千円）） 

土地区画整理事業に関連する雨水管渠の整備等を行う。 

② 汚水管渠整備（ 14,340千円（前年度  3,328千円）） 

土地区画整理事業に関連する汚水管渠の整備等を行う。 

③ 上水道整備（33,100千円（前年度   75,314千円）） 

土地区画整理事業に伴って実施する上水道の工事費を負担する。 

 

【活動指標】 

   雨水管渠整備率 25％（延長ベース） 

汚水管渠整備率 18％（延長ベース） 

上水道整備率    13％（延長ベース） 

 

   ■事業スケジュール 

年度 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

工事

(雨水管渠等)

工事

(汚水管渠等)

工事

(上水道)

事業概要

 

■事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調整池 

国道４８６号 

公園 

R7 工事箇所 

公園 

整備済（R6 年度末） 

未整備 

雨水管渠平面図 汚水管渠平面図 

R7 工事箇所 

公園 

整備済（R6 年度末） 

 

未整備 

国道４８６号 

公園 

調整池 
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事業の概要 

戦略 1 
拠点地区周辺の市街地整備

の取組み 
予算 1,653,163千円 前年度 1,401,604千円 

事務事業 1-3 八本松駅前地区計画事業 予算 45,853千円 前年度 114,038千円 

内容 

1-3_八本松駅周辺の公共施設の整備 

土地区画整理事業区域の西側などで幹線道路等の整備を行うとともに、地区 

計画による民間活力を活かしたまちづくりを進めることで、隣接する土地区画

整理事業と併せ、より魅力的な市街地の形成を図る。 

① 八本松駅前１号線道路改良（30,000千円（前年度 83,500千円）） 

八本松駅前 1号線の道路改良工事等を行う。 

② 八本松駅周辺のまちづくり（15,000千円（前年度 30,000千円）） 

ア 八本松駅前地区地区計画検討（うち 7,000千円） 

 八本松駅前土地区画整理事業区域に隣接する西側地区において、 

地域の意見を集約し、地区計画制度を利用したまちづくりを進める。 

イ 八本松駅周辺の交通結節点機能検討（うち 8,000千円） 

八本松駅の南北駅前広場や駐輪場、北側県道等を含めたエリアに 

ついて、現況調査や課題整理を行うとともに、地域の意見を集約し、 

将来の交通結節点機能等を検討する。 

【活動指標】 

   八本松駅前 1号線整備率 85％（事業費ベース） 

■事業スケジュール 

年度 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13以降

工事

(①八本松駅前1号線道路改良)

調査

(②八本松駅周辺のまちづくり)

事業概要

 

■事業概要図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道４８６号 

八本松駅前 1 号線道路改良 

八本松駅周辺の交通結節点機能検討 

八本松駅前地区地区計画検討 
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事業の概要 

戦略 1 
拠点地区周辺の市街地整備

の取組み 
予算    1,653,163千円 前年度 1,401,604千円 

事務事業 1-4 
西条第二地区地区計画整備

事業 
予算 201,700千円 前年度 157,720千円 

内容 

1-4_西条第二地区の整備  

西条中心部に近接する西条第二地区において、良好な都市環境を形成する 

ため、地区計画道路を整備する。 

① 地区計画道路の整備（200,500千円（前年度 157,000千円）） 

西条第二地区内の地区計画道路 27路線を整備し、狭隘な道路の解消、 

安心・安全な交通網の整備と良好な居住環境の形成を図る。 

 

【活動指標】 西条第二地区地区計画整備事業進捗率 24％（事業費ベ－ス）   

   

■事業スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（整備イメ－ジ図） 
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事業の概要 

戦略 ２ 
安全安心な憩いの場 

となる公園づくり 
予算 1,416,482千円 前年度 636,128千円 

事務事業 2-1 公園整備事業 予算 1,416,482千円 前年度 636,128千円 

内容 

2-1_都市公園等の整備 

安全で快適な公園づくりを行うことで良好な都市環境の形成を図る。 

① 公園施設の整備 （55,000千円（前年度 240,200千円）） 

心の潤いや安らぎを与える休養・休息の場、スポーツやレクリエーション

活動により健康で健全な育成の場として、また災害時における避難場所とし

ての効果や機能を有する公園の整備を行う。 

 

   ア 東広島運動公園の整備 （うち 40,000千円） 

トイレ棟（グラウンドゴルフ場隣接）周辺の外構整備等を行う。 

   イ 下見学生街地区公園等の整備（うち 15,000千円） 

下見学生街地区計画で位置付けられている公園の詳細な設計を行う。 

また、正福寺山公園の調査等を令和６年度から継続する。 

   【活動指標】 

 トイレ棟周辺外構整備 進捗率 97％(事業費ベース) 

■東広島運動公園事業スケジュール 

年度
事業箇所

Ｒ１３以降

照明施設整備

トイレ棟周辺外構
（グラウンドゴルフ場隣接）

Ｒ１１ Ｒ１２Ｒ７ Ｒ９Ｒ８ Ｒ１０

 

■事業概要図 

○東広島運動公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

トイレ棟周辺外構 

体育館 

（第２多目的グラウンド） （その他施設検討） 
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野球場 

事業の概要 

  ○下見学生街地区地区計画公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 公園施設の改修・更新 （1,361,482千円（前年度 395,600千円）） 

長寿命化修繕計画に基づき、都市公園の遊具等公園施設の更新を行う。 

 

ア 東広島運動公園体育館等の公園施設の改修・更新 （うち 1,297,982千円） 

令和６年度から令和１５年度までの長寿命化修繕計画に基づき、東広島

運動公園体育館等の施設の改修・更新行う。 

イ 御建公園の改修 （うち 63,500千円） 

御建公園の園路のバリアフリー化とともに老朽化した野球場の改修のた

めの基本設計業務を行う。 

【活動指標】 

長寿命化修繕計画に基づく公園施設の改修 進捗率 23％(事業費ベース)  

年度
事業箇所

Ｒ１３以降

その他公園

東広島運動公園体育館

Ｒ１１ Ｒ１２Ｒ７ Ｒ９Ｒ８ Ｒ１０

御建公園

 

■事業概要図 

○御建公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下見学生街地区公園 

ブールバール 

広 島 大 学 

園路 

瓢箪池 
ひょうたんいけ 
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事業の概要 

戦略 3 
まちづくりに関する総合的な 

計画策定 
予算 40,738千円 前年度 33,146千円 

事務事業 3-1 都市計画推進事業 予算 40,738千円 前年度 33,146千円 

内容 

3-1_都市計画の推進 

① 都市計画事業等の取組み（28,738千円（前年度 25,146千円）） 

    健康で文化的な活力ある地域づくりのため、社会経済情勢の変化を踏まえた 

土地利用やまちづくり等に関する調査検討や都市計画審議会の開催など、都市

計画行政の関連事務を実施する。 

 

  ② 都市計画マスタープランの改定（6,000千円（前年度 0千円）） 

第五次東広島市総合計画後期基本計画の策定に基づき、都市計画マスタープ 

ランにおける土地利用・道路等の基本的な方針について改定を行う。 

 

  ③ 逆線引きの取組み（6,000千円（前年度 8,000千円）） 

市街化区域内の土砂災害特別警戒区域を市街化調整区域へ編入する「逆線引 

き」について、引き続き、次回の逆線引きに向けて、候補箇所の抽出や現地調 

査、土地所有者との調整等に取り組む。 

 

■逆線引きの実施イメージ 
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( ) シート

１　第五次東広島市総合計画に掲げる施策

２　目的別事業群の概要

３　事業群の目指す姿と戦略

４　成果指標

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

５　コスト情報

件/年

人件費

低

60

高

関係部局・所属

成果指標
初期値

（年度）

目標値及び実績値 終期目標値

（年度）

達成率
単位

R6 R7 R8

(ｲ)

(ｱ)
空き家削減数（空き家
成約件数＋解体補助
金交付件数）

地域振興部 地域政策課

現状

戦略No.寄与度仮説に基づく戦略課題

市営住宅を適切に維持管理していく必要がある。 3

住みやすい住環境の実現

空き家の増加が地域の生活環境等に悪影響を与えてい
る。また、耐震性など住宅の安全性に不安を抱える方
や、住宅を借りる事に困難を感じる住宅確保要配慮者の
方が存在している。

安全・安心な住宅の確保促進

適切な市営住宅ストックの実現

事業群の

目指す姿
安全・安心に暮らせる良好な住環境の形成

1

2

空き家は増加しており、安全面、衛生面、景観面など、地
域の生活環境に悪影響を与えている。

住居の安全性に不安を感じている方や希望する住
宅を借りる事が難しい方が存在している。

中

目的別事業群名 主管部局・所属

施策の将来の目標像
　各拠点地区の役割に応じた機能が適正に配置され、様々な機能が集積される都市拠点を中心とし
て、拠点間が相互に連携し合いながら、地域の生活・にぎわい・交流を支える拠点地区が形成されてい
ます。

② 都市部 住宅課住環境の整備・保全

指標

居住誘導区域内人口割合

初期値（R6年度）

58.9%

実績値（R6年度）

58.9%

目標値（R12年度）

59.2%
施策の数値目標

令和 7 年度 予算

まちづくり大綱 ２　暮らしづくり 施　策 1 暮らしを支える拠点地区の充実

目的別事業群総括管理

上段：目標値

中段：実績値

下段：達成率

6045 6060

R5

目的別

事業群

事業費

（千円）

当初予算額

Ｒ

６

年

度

Ｒ

７

年

度

決算額

一般財源

274,803

41,919

323,929

61,320

一般財源

(ｳ)

R12
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６　戦略を構成する事務事業 （単位：千円）

７　Ｒ7事業費の分析（差額＝「Ｒ7年度当初予算額」－「Ｒ7年度決算額」） ※決算額には繰越を含む。

８　Ｒ7成果指標の分析（成果指標の平均達成率）

９　取組の分析

１０　総合評価

＜総評＞

１１　今後の課題及び取組方針

８・６・１

空き家対策事業

８・６・１

住宅指導事務

８・６・２

市営住宅建設事業

総合評価

課題

→

課題を踏まえた今後の取組方針

外的

要因
・外的な要因による影響は
　あったのか。

274,803
合計

差額

平均達成率 分析

分析内容

36,795

0 0

52,325

44,067 89,278

0 0

193,941 182,326

5.00
0 0

323,929

分析

№
款・項・目

事務事業名
所属 人役

3-1 住宅課 1.00

1-1 住宅課 2.00

2-1 住宅課 2.00

R6 当初予算額

R6 決算額

R7

R7

当初予算額

決算額

0 0

区分 分析視点

妥当性 ・目的達成のために必要か
・対象、手段は適切か

有効性
・取組みの効果はあるか
・他に類似・重複している
　事業は無いか

効率性
・コスト削減余地は無いか
・実施主体は適切か
　（直営・委託等）

決算時記載
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概要シート   

まちづくり大綱 施策 目的別事業群 

２ 暮らしづくり １ 暮らしを支える拠点地区の充実 ② 住環境の整備・保全 

 

事業の概要 

戦略 1 住みやすい住環境の実現 予算 52,325千円 前年度 36,795千円 

事務事業 1－1 空き家対策事業 予算 52,325千円 前年度 36,795千円 

内容 

1‐1_空き家対策の推進 

空き家の増加を抑制し、管理不全の空き家を減少させるため、空き家の状態 

に応じ、総合的な空き家対策を推進する。 

空き家数 3,947軒 （令和 3年度調査）   

空き家バンク成約件数 119件 （令和 6年 12月末時点）    

① 空き家の利活用の推進（20,938千円） 

ア 補助金の助成による空き家の利用活用推進 

(ｱ) 相続登記に係る費用の助成（見込数 4件、補助率 1/3、上限 10万円） 

(ｲ) 改修費用の助成（見込数 15件、補助率 1/3、上限 50万円） 

(ｳ) 人口減少地域における改修費用の助成（見込数 10件、(ｲ)の補助額に 

30万円を限度に上乗せ） 

(ｴ) 空き家に残った家財道具の処分費の助成（見込数 7件、建物の面積に 

応じて補助金額 10～15万円） 

(ｵ) 地域の交流の場など地域活性化に寄与する空き家利活用のための取 

得・改修費用の助成 

（見込数 2件、国庫補助、補助率 2/3、上限 300万円） 

   イ 空き家バンクの機能強化 

 (ｱ) 空き家バンクへの登録支援（うち 495千円） 

  (ｲ) 成約報奨金制度による空き家の流通の活性化（うち 1,500千円） 

 (ｳ) 空き家の利活用ニーズの情報発信強化 

ウ その他の取組み 

 (ｱ) 所有者不明等の空き家対策の強化（うち 1,143千円） 

 (ｲ) ＦＭラジオ等のメディアの活用や定住サポートセンターとの連携に 

よる補助制度等の情報発信 

 

 

 

 

 

 

＜空家対策事業費補助金を活用した改修事例＞ 

 

【活動指標】 空き家バンク登録件数：30件、成約件数：20件 

 
改修前 

 
改修後 

 
改修後 
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事業の概要 

② 空き家の発生抑制、適正管理、除却等の推進（26,603千円） 

補助金の助成により空き家の除却を推進する。また、空き家の発生の 

   抑制に取り組む。 

ア 老朽空家の解体費用の助成（見込数 40件、補助率 1/3、上限 50万円） 

イ 啓発用チラシの送付等による空き家の適正管理、除却等の促進 

ウ 空き家バンク事前登録制度による空き家になる前からの対策 

【新】エ 空き家になる前の中古住宅・既存住宅の改修等を支援 

（見込数 20件、補助率 1/3、上限 30万円） 

【新】オ 空き家啓発セミナー・定期相談会の開催（うち 403千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＜老朽危険空き家事例＞ 

 

【活動指標】 老朽空き家の除却件数：40件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：国土交通省ＨＰより ※出典：京都市ＨＰより 
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事業の概要 

戦略 2 安全・安心な住宅の確保促進 予算 89,278千円 前年度 44,067千円 

事務事業 2－1 住宅指導事務 予算 89,278千円 前年度 44,067千円 

内容 

2‐1_住宅の安全性などの質の向上の推進 

安全・安心で、良好な住宅の確保を図るための住宅施策を実施する。 

①  民間木造住宅の安全性の向上（86,781千円）[社会資本整備総合交付金] 

ア 耐震診断の実施（うち 5,317千円） 

・耐震診断（見込数 20件、自己負担金 1万円） 

イ 耐震改修等に係る費用の助成（うち 7,000千円） 

・耐震改修（見込数 6件 補助率：対象工事費の 80％、上限 100万円） 

・除却（見込数 2件 補助率：対象工事費の 1/3、上限 50万円） 

ウ がけ地近接危険住宅の移転費用の助成（うち 74,122千円） 

・解体・除却 上限：住宅局標準建設費等通知に定められた除却工事費 

（見込数 5件） 

・移転費 上限 975千円/件（見込数 5件） 

・借入金利子相当 上限 7,318千円/件（見込数 4件） 

・移転促進のための助成制度 上限 2,000千円/件（見込数 5件） 

エ 住宅に関する情報の発信（342千円） 

・耐震診断支援の周知 

・耐震改修等補助の周知 

 

 

【新】② 居住支援の推進（1,193千円） 

ア 東広島市居住支援協議会の設立（うち 429千円） 

・設立総会、講演会の開催 

   イ 研修会の開催等（うち 462千円） 

    ・関係団体を対象とした研修会の実施等 

   ウ 居住支援に関する啓発活動の実施（うち 216千円） 

    ・リーフレットの作成等 
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事業の概要 

戦略 3 適切な市営住宅ストックの実現 予算 182,326千円 前年度 193,941千円 

事務事業 3－1 市営住宅建設事業 予算 182,326千円 前年度 193,941千円 

内容 

3‐1_市営住宅ストックの適切な管理 

長寿命化計画に基づき住宅改善・長寿命化工事等を実施する。 

① 市営住宅の予防保全（172,600千円）[社会資本整備総合交付金] 

ア 長寿命化改修工事のための設計（市営恵下山住宅 2棟 40戸） 

イ 長寿命化改修工事（市営薬師丸団地 1棟 24戸）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（改修前）               （改修後） 

＜老朽市営住宅事例（磯松住宅）＞ 

 

【活動指標】 市営薬師丸団地の改修 1棟 24戸 

 

 

② 住環境悪化の抑制や防犯・防火等の向上（7,300千円） 

ア 老朽化した市営住宅の解体（市営今宮住宅 4 棟 7 戸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解体前）               （解体後） 

＜老朽市営住宅事例（土与丸住宅）＞ 

 

【活動指標】 市営今宮住宅の除却 4棟 7戸 
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( ) シート

１　第五次東広島市総合計画に掲げる施策

２　目的別事業群の概要

３　事業群の目指す姿と戦略

４　成果指標

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

５　コスト情報

80.3% 80.3% 89.2%

59.2%

中

現状

戦略No.寄与度仮説に基づく戦略課題

生活を支える交通網の維持・活性化

人口減少等に起因する公共交通の利用者減少に
伴い、生活交通の維持が困難となっている。

(ｳ)

R12

目的別

事業群

事業費

（千円）

当初予算額

Ｒ

６

年

度

Ｒ

７

年

度

決算額

一般財源

96,818

61,049

88,946

56,479

一般財源

18,242 19,65019,650

R5

上段：目標値

中段：実績値

下段：達成率

19,650

令和 7 年度 予算

まちづくり大綱 ２　暮らしづくり 施　策 2 安全で円滑な生活交通の充実

目的別事業群総括管理

目的別事業群名 主管部局・所属

施策の将来の目標像 　市民生活の利便性を高めるため、安全で円滑な移動が確保された交通体系が確立されているととも
に、生活道路網が安定的に構築・整備され、適切な維持管理がなされています。

① 地域振興部 地域政策課生活交通の維持・活性化

指標

生活交通の利用者数

初期値（R5年度）

18,242人/年

実績値（R5年度）

18,242人/年

目標値（R12年度）

19,650人/年

市道の整備率 58.6% 58.6%

市街地における通学路の
歩道等の整備率

事業群の

目指す姿
持続可能な生活交通の確保

1
学生や高齢者など交通弱者の移動手段の確保と利用
者・事業者・行政など多様な関係者による連携（共創）強
化が必要

(ｲ)

(ｱ) 生活交通の利用者数

19,650

単位
R6 R7 R8

成果指標
初期値

（年度）

目標値及び実績値 終期目標値

（年度）

達成率

関係部局・所属

施策の数値目標

人/年

人件費
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６　戦略を構成する事務事業 （単位：千円）

７　Ｒ7事業費の分析（差額＝「Ｒ7年度当初予算額」－「Ｒ7年度決算額」） ※決算額には繰越を含む。

８　Ｒ7成果指標の分析（成果指標の平均達成率）

９　取組の分析

１０　総合評価

＜総評＞

１１　今後の課題及び取組方針

区分 分析視点

妥当性 ・目的達成のために必要か
・対象、手段は適切か

有効性
・取組みの効果はあるか
・他に類似・重複している
　事業は無いか

効率性
・コスト削減余地は無いか
・実施主体は適切か
　（直営・委託等）

R6 当初予算額

R6 決算額

R7

R7

当初予算額

決算額
№

款・項・目

事務事業名
所属 人役

1-1 地域政策課 2.00

2.00
0 0

88,946

分析

96,818

0 0

88,946

96,818
合計

差額

平均達成率 分析

分析内容

外的

要因
・外的な要因による影響は
　あったのか。

総合評価

課題

→

課題を踏まえた今後の取組方針

２・１・７

生活交通維持活性化事業

決算時記載
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概要シート   

まちづくり大綱 施策 目的別事業群 

２ 暮らしづくり ２ 安全で円滑な生活交通の充実 ①  生活交通の維持・活性化 

 

事業の概要 

戦略 1 
生活を支える交通網の維持・

活性化 
予算 88,946千円 前年度 96,818千円 

事務事業 1-1 生活交通維持活性化事業 予算 88,946千円 前年度 96,818千円 

内容 

1-1_生活交通の維持・活性化 

① 生活交通の運行（83,216千円（前年度 87,320千円）） 

 ア 生活交通の運行管理・支援 

(ｱ) 豊栄そよかぜ号、安芸津海風バス、河内あゆピチふれあい号の運行管

理（うち 47,827千円） 

地域住民の移動手段を確保するため、生活交通の運行を行う。 

名称 運行開始日 運行概要 

豊栄そよかぜ号 H21.2.1 5路線 23系統、週 2日/路線、1日 4～8便 

安芸津海風バス H21.4.1 3路線 6系統、週 2・4日/路線、1日 4便 

河内あゆピチふれ

あい号 
H22.11.1 

1 路線 5 系統、週 2 日/系統（一部月～金曜日

運行）、1日 4～7便 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 地域主体で運行する黒瀬さくらバス、入野デマンド交通、おまるめ山

バス、志和ホタル交通の運行支援（うち 35,389千円） 

地域主体で運行する生活交通の維持・利便性向上を図るため、継続的に

伴走支援を行う。 

名称 運行開始日 運行主体 運行概要 

黒瀬さくらバス H26.6.23 
黒瀬さくらバス 

運行協議会 

6 路線 6 系統、週 1～2

日/路線、1日 4便 

入野デマンド交通 R1.11.11 入野自治組織篁の郷 
週 6 日/地域、最大 10

便/日 

おまるめ山バス R5.10.2 
小谷小学校区おまる

め山バス運営協議会 

5 路線 8 系統、週 2 日/

路線、1日 8便 

志和ホタル交通 R6.3.4 
志和町地域交通運行

協議会 

週 2日/地域、最大 5便

/日 

 会議及び試乗会の様子（豊栄そよかぜ号の運行改善に向けた取組み） 
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事業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② モビリティ・マネジメントの取組み（5,730千円（前年度 9,498千円）） 

公共交通が社会にもたらす多面的効果や必要性を市民と共有し、生活インフ

ラとしての公共交通を地域で守り・支えるモビリティ・マネジメントに取り組

むとともに、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要な事項を協議する

ため、道路運送法及び地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の規定に基

づき、地域公共交通会議の運営事務を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

モビリティ・マネジメント 
過度な自動車利用から、公共交通・自転車等を適切に利用する方向に自発

的な変化を促す、コミュニケーションを中心とした交通施策。 

乗り方教室（おまるめ山バス） 

区民運動会の新種目（おまるめ山バスでレッツゴー☆） 

サロンでの乗り方教室        運行改善に向けた会議 

（志和ホタル交通） 

東広島市地域公共交通会議公式 SNS 
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( ) シート

１　第五次東広島市総合計画に掲げる施策

２　目的別事業群の概要

３　事業群の目指す姿と戦略

４　成果指標

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

５　コスト情報

事業群の

目指す姿

地域の実情に合わせた道路交通網の構築や、道
路構造物の定期的な点検に基づく予防保全によ
り、交通の利便性及び安全性の向上を図る。

1

2

老朽化していく道路等を適正に維持管理していく必要が
ある。

市街地内の良好な道路の骨格が十分でない。

仮説に基づく戦略課題

老朽化していく道路等を適正に維持管理していく必要が
ある。

現状

戦略No.寄与度

高

中

生活に身近な道路交通網の構築が求められてい
る。また、道路環境が十分に整っていない箇所が
ある。

都市計画道路の整備

市道、その他市管理道路及び県道移譲路線の維持修繕

国、県道を補完する道路網の構築が十分でない。
安心・安全な自転車通行空間が十分に確保されていな
い。

地域生活に必要な国、県道の整備が十分でない。

3

4

5

橋梁等道路施設の長寿命化 高

中

低

低

都市計画道路以外の幹線市道の整備

県が整備する道路事業の促進

4,160,124

1,527,820

一般財源

(ｳ) 市道の整備率 ％R5 R12

58.7 58.958.6 59.2

人件費

(ｴ)
市街地における通学路
の歩道等の整備率

80.3

目的別事業群名 主管部局・所属

市道の整備率 58.6% 58.6%

令和 7 年度 予算

まちづくり大綱 ２　暮らしづくり 施　策 2 安全で円滑な生活交通の充実

目的別事業群総括管理

59.2%

施策の将来の目標像 　市民生活の利便性を高めるため、安全で円滑な移動が確保された地域交通体系が確立されている
とともに、生活道路網が安定的に構築・整備され、適切な維持管理がなされています。

② 建設部 道路建設課市道、街路、県道の整備・促進

指標

生活交通の利用者数 18,242人/年

実績値（R5年度）

18,242人/年

目標値（R12年度）

19,650人/年

市街地における通学路の
歩道等の整備率

80.3% 80.3%

80.8 82.9 84.7 89.2

％R5 R12

目的別

事業群

事業費

（千円）

当初予算額

Ｒ

６

年

度

Ｒ

７

年

度

上段：目標値

中段：実績値

下段：達成率

87

70 77 87

R12R5

決算額

一般財源

4,038,723

1,894,812

マイナス指標設定

成果指標
初期値

（年度）

目標値及び実績値 終期目標値

（年度）

達成率

(ｲ)
街路整備事業の進捗
率（事業費ベース）

(ｱ) 健全度Ⅲの橋梁数

58.6

R6 R7 R8

10090

087 4062

R6

単位

橋

％

R11

関係部局・所属

施策の数値目標

89.2%

安全性や利便性を確保する生活に身近な道路が十分に
整備されていない。

生活道路における緊急自動車等の安全な通行空間の整備 6

建設部

建設部

都市部技術企画課

維持課

都市整備課

初期値（R5年度）
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６　戦略を構成する事務事業 （単位：千円）

７　Ｒ7事業費の分析（差額＝「Ｒ7年度当初予算額」－「Ｒ7年度決算額」） ※決算額には繰越を含む。

８　Ｒ7成果指標の分析（成果指標の平均達成率）

９　取組の分析

１０　総合評価

＜総評＞

１１　今後の課題及び取組方針

95,500

0 0

R6 当初予算額

R6 決算額

R7

R7

当初予算額

決算額

0 0

174,631 180,498

0 0

795,272 597,805

0 0

№
款・項・目

事務事業名
所属 人役

5-1 道路建設課 0.70

6-1 道路建設課 2.60

3-1 維持課 9.50

3-2 維持課 2.00

1-1 道路建設課 5.70

2-1 都市整備課 2.17

4-1

0 0

91,700

28.67
0 0

4,160,124

分析

分析内容

415,753

0 0

721,806

756,068 713,024

0 0

1,617,899 1,470,641

187,400 380,850

道路建設課 6.00

4,038,723
合計

差額

平均達成率 分析

8.2.2

橋梁長期保全事業

8.5.2

街路整備事業

8.2.2

道路維持修繕事業

8.2.2

県道維持事業

8.2.3

幹線市道整備事業

8.2.3

県道整備事業

8.2.3

生活市道整備事業

区分 分析視点

妥当性 ・目的達成のために必要か
・対象、手段は適切か

有効性
・取組みの効果はあるか
・他に類似・重複している
　事業は無いか

効率性
・コスト削減余地は無いか
・実施主体は適切か
　（直営・委託等）

総合評価

課題

→

課題を踏まえた今後の取組方針

外的

要因
・外的な要因による影響は
　あったのか。

決算時記載
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概要シート   

まちづくり大綱 施策 目的別事業群 

２ 暮らしづくり ２ 安全で円滑な生活交通の充実 ② 
市道、街路、県道の整備・

促進 

 

事業の概要 

戦略 １ 橋梁等道路施設の長寿命化 予算 721,806千円 前年度 415,753千円 

事務事業 1-1 橋梁長期保全事業 予算 721,806千円 前年度 415,753千円 

内容 

1-1_橋梁等道路施設の長寿命化 

橋梁について、定期点検を行うとともに長寿命化を図る。 

①  道路（市道）橋の点検（214,000千円（前年度 138,000千円）） 

ア 橋梁定期点検業務                   334橋 

②  道路橋補修設計（59,500千円（前年度 67,000千円）） 

ア 橋梁補修設計業務           13橋 

③ 道路（市道）橋補修（441,750千円（前年度 204,100千円）） 

ア 補修工事                   20橋 

イ 小規模橋梁補修業務                   7橋 

④ アセットマネジメントシステム利用料等（6，556千円（前年度 6,653千円）） 

   

【活動指標】 

進捗率 25橋／87橋＝28.7％ 

健全度Ⅲ橋梁のうち R7年度補修完了数 25橋 

健全度Ⅲ橋梁の全体数(R6年度末時点) 87橋 

 

【ＪＲ跨線橋 互栄橋 劣化状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

  

 

 

 

 

 

  

鉄筋の腐食が進み剥落のおそれがあ

る床板 
鋼材部分（橋桁）の腐食状況 
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事業の概要 

戦略 2 都市計画道路の整備 予算 713,024千円 前年度 756,068千円 

事務事業 2-1 街路整備事業 予算 713,024千円 前年度 756,068千円 

内容 

2-1_都市計画道路の整備 

都市の骨格となる道路ネットワークの形成に向けた都市計画道路の整備を行

う。 

①  都市計画道路の整備（710,906 千円（前年度 753,761 千円）） 

ア 西条中央巡回線（寺家工区）[事業延長 580ｍ、幅員 17ｍ]                   

（うち 17,000千円） 

イ 吉行泉線（2工区）［事業延長 460ｍ、幅員 14ｍ］（うち 112,785千円） 

ウ 寺家中央線（1工区）［事業延長 578ｍ、幅員 17ｍ］（うち 112,176千円） 

エ 寺家中央線（2工区）［事業延長 557ｍ、幅員 17ｍ］（うち 451,745千円） 

   オ 中島線［事業延長 354ｍ、幅員 9.25ｍ］（うち 17,200千円） 

 

【活動指標】 

路線名 内容 進捗率(事業費ベース) 

西条中央巡回線

（寺家工区） 
道路改良 100％ 

吉行泉線 

（2工区） 

道路改良、文化財調査、 

用地取得、物件移転補償 
100％ 

寺家中央線 

（1工区） 

道路改良 

用地取得、物件移転補償 
100％ 

寺家中央線 

（2工区） 

道路改良 

用地取得、物件移転補償 
36％ 

中島線 道路改良 100％ 

 

 

■事業スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

道路改良

道路改良、文化財調査

用地取得、物件移転補償

道路改良

用地取得、物件移転補償

事業認可取得
道路改良

用地取得、物件移転補償

道路改良

西条中央巡回線
（寺家工区）

吉行泉線
（2工区）

寺家中央線
（1工区）

寺家中央線
（2工区）

中島線

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

道路改良

道路改良、文化財調査

用地取得、物件移転補償

道路改良

用地取得、物件移転補償

事業認可取得
道路改良

用地取得、物件移転補償

道路改良

西条中央巡回線
（寺家工区）

吉行泉線
（2工区）

寺家中央線
（1工区）

寺家中央線
（2工区）

中島線
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事業の概要 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

  

西条町 

高屋町 
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事業の概要 

戦略 ３ 
市道、その他市管理道路及

び県道移譲路線の維持修繕 
予算 1,651,139千円 前年度 1,792,530千円 

事務事業 3-1 道路維持修繕事業 予算 1,470,641千円 前年度 1,617,899千円 

内容 

3-1_市道、その他の市管理道路の維持修繕  

①  道路の維持修繕（986,192千円（前年度 1,036,237千円）） 

ア 年間委託による維持修繕業務 19地区（うち 517,143千円） 

イ 維持修繕工事（うち 146,000千円） 

ウ 年間委託による街路樹の育成管理業務 4件（うち 100,000千円） 

エ 委託による除草伐木業務（うち 180,600千円） 

オ 測量設計等業務（うち 35,000千円） 

ヵ 大芝大橋保守点検業務（うち 2,449千円） 

キ 用地取得・補償業務（うち 5,000千円） 

②  舗装の修繕（253,352千円（前年度 317,550千円）） 

 ア 舗装修繕計画に基づく舗装工事（171,000千円） 

 イ 生活道等の舗装修繕工事（82,352千円） 

③  交通安全施設（125,830千円（前年度 169,978千円）） 

ア 歩道・待避所整備工事（45,000千円） 

イ 交通安全施設整備工事（80,830千円）  

④  道路維持管理作業報償金（23,043千円（前年度 23,043千円）） 

⑤  維持管理作業用原材料費等（82,224千円（前年度 71,091千円）） 

【活動指標】 

緊急・応急措置をした箇所数/緊急・応急措置が必要な箇所数：100.0% 

 

 

 

 

事業の概要 

戦略 ３ 
市道、その他市管理道路及

び県道移譲路線の維持修繕 
予算 1,651,139千円 前年度 1,792,530千円 

事務事業 3-2 県道維持事業 予算 180,498千円 前年度 174,631千円 

内容 

3-2_県道移譲路線の維持修繕  

① 移譲対象 31路線の維持修繕 （180,498千円（前年度 174,631千円）） 

年間委託による維持修繕業務  

 

【活動指標】 

 緊急・応急措置をした箇所数/緊急・応急措置が必要な箇所数：100.0% 
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事業の概要 

戦略 ４ 
都市計画道路以外の幹線

市道の整備 
予算 597,805千円 前年度 795,272千円 

事務事業 4-1 幹線市道整備事業 予算 597,805千円 前年度 795,272千円 

内容 

4-1_幹線道路の整備 

国、県道を補完する幹線道路の整備を行う。 

① 道路改良工事（382,388千円（前年度 603,100千円）） 

    ア 継続事業 

(ｱ) （仮称）八本松スマート IC関連路線 （うち 195,000千円） 

（仮称）正力西 1号線、スマート IC側道(西日本高速道路㈱委託) 

(ｲ) 通学路関連路線（うち 76,440千円） 

駅前蓮光寺線ほか、黒瀬川 1号線 

(ｳ) 渋滞対策路線（うち 44,948千円） 

中央巡回線 

(ｴ) 通常路線（うち 66,000千円） 

乃美尾兼広線 

 

② 業務委託（測量設計、用地測量、補償調査等） 

（56,055 千円（前年度 66,300 千円）） 

   ア 継続事業 

(ｱ) （仮称）八本松スマート IC関連路線 （うち 29,000千円） 

正力飯田線 

(ｲ) 通学路関連路線（うち 27,055千円） 

助実 12号線、椛坂志和西線 

 

③ 用地取得、物件補償等（159,362千円（前年度 125,872千円）） 

ア 継続事業 

(ｱ) （仮称）八本松スマート IC関連路線 （うち 44,300千円） 

（仮称）正力西 1号線、正力飯田線 

(ｲ) 通学路関連路線 （うち 84,874千円） 

駅前蓮光寺線ほか、椛坂志和西線 

(ｳ) 通常路線 （うち 30,188千円） 

 乃美尾兼広線、上三永助実線 

 

【活動指標】 

工    事  6路線 

（うち、1路線は令和 5～8年度事業、3路線は 7～8年度事業） 

業務委託  3路線 

用地取得・物件補償 6路線 
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事業の概要 

■事業スケジュール（（仮称）八本松スマート IC整備事業） 

年度 R5 R6 R7 R8 R9
(仮称)八本松スマートIC

整備事業
供用開始
予定

工事
用地取得
文化財調査

工事 付帯工事 付帯工事

標識設計 工事 工事 工事

東広島市
　　　(仮称)正力西１号線
　　　正力飯田線

NEXCO委託
 

 

■事業概要図（（仮称）八本松スマート IC整備事業） 
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事業の概要 

戦略 ５ 
県が整備する道路事業の 

促進 
予算 95,500千円 前年度 91,700千円 

事務事業 5-1 県道整備事業 予算 95,500千円 前年度 91,700千円 

内容 

5-1_県道の受託路線の整備 

県から受託した県道の整備を行う。 

① 道路改良工事（95,500千円（前年度 91,700円）） 

東広島向原線 

 

【活動指標】 

工  事  1路線 

 

■事業スケジュール 

年度 R5 R6 R7 R8以降

（主）東広島向原線 工事 工事 工事 工事
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事業の概要 

戦略 ６ 
生活道路における緊急自動車

等の安全な通行空間の整備 
予算 380,850千円 前年度 187,400千円 

事務事業 6-1 生活市道整備事業 予算 380,850千円 前年度 187,400千円 

内容 

6-1_生活道路の整備 

生活道路の安全な通行空間の整備を行う。 

① 道路改良工事（270,050千円（前年度 174,400千円）） 

   ア 継続事業 

     御薗宇西 17号線、中組 1号線、中島 10号線、政宗線、行武線、 

戸野診療所線、道面郷線、丸山兼沢線、田口東 28号線、 

御薗宇東 39号線、広島大学線 

 

② 業務委託（測量設計、用地測量、補償調査） 

（69,200千円（前年度 4,500千円）） 

ア 継続事業  

中島 10号線、丸山兼沢線 

イ 新規事業  

諏訪 10号線、上三永 20号線、次郎丸線 

 

③ 用地取得、物件補償（41,600 千円（前年度 8,500 千円）） 

ア 継続事業 

政宗線、道面郷線、上三永 39号線 

 

【活動指標】 

工    事 11路線（うち、5路線は令和 6～7年度事業） 

業務委託  5路線 

物件補償  3路線 
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( ) シート

１　第五次東広島市総合計画に掲げる施策

２　目的別事業群の概要

３　事業群の目指す姿と戦略

４　成果指標

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

５　コスト情報

ｇ

人件費

R12

高

中

成果指標
初期値

（年度）

目標値及び実績値 終期目標値

（年度）

達成率
単位

R6 R7 R8

22.222.2

(ｲ) R12資源化率

(ｱ)
市民一人1日当たりの
ごみ排出量

％R5

850850

資源化率の維持 3

事業群の

目指す姿
３R活動を推進し、循環型社会の構築を目指す。

1

2

市の責務として一般廃棄物を適正に処理する必要
がある。

市民一人1日当たりのごみ排出量が県内他市と比
して多い。

低

850g

現状

戦略No.寄与度仮説に基づく戦略課題

生活環境部 生活環境部市民生活課 環境先進都市推進課

①ごみの減量化の進捗が遅れている。
②資源化率の維持

施策の将来の目標像
　一般廃棄物の減量化と資源化の推進等により循環型社会が構築されるとともに、市民の生活に不可
欠な安全な水の提供や、公共用水域の水質保全による安全で快適な生活基盤・環境が整っていま
す。

① 生活環境部 廃棄物対策課循環型社会の構築

指標 初期値（R5年度） 実績値（R5年度） 目標値（R12年度）

汚水処理人口普及率 88.9% 88.9% 96.5%

市民一人1日当たりの
ごみ排出量

900g

令和 7 年度 予算

まちづくり大綱 ２　暮らしづくり 施　策 3 快適な生活環境の形成

目的別事業群総括管理

目的別

事業群

事業費

（千円）

当初予算額

Ｒ

６

年

度

Ｒ

７

年

度

決算額

一般財源

1,514,282

1,487,094

1,480,502

1,452,217

一般財源

(ｳ)

施策の数値目標

関係部局・所属

マイナス指標設定

R5

目的別事業群名 主管部局・所属

900g

一般廃棄物処理の適正処理

一般廃棄物の減量化の推進

資源化の促進

上段：目標値

中段：実績値

下段：達成率

850

22.2 22.2 22.2

900 850
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６　戦略を構成する事務事業 （単位：千円）

７　Ｒ7事業費の分析（差額＝「Ｒ7年度当初予算額」－「Ｒ7年度決算額」） ※決算額には繰越を含む。

８　Ｒ7成果指標の分析（成果指標の平均達成率）

９　取組の分析

１０　総合評価

＜総評＞

１１　今後の課題及び取組方針

区分 分析視点

妥当性 ・目的達成のために必要か
・対象、手段は適切か

有効性
・取組みの効果はあるか
・他に類似・重複している
　事業は無いか

効率性
・コスト削減余地は無いか
・実施主体は適切か
　（直営・委託等）

総合評価

課題

→

課題を踏まえた今後の取組方針

外的

要因
・外的な要因による影響は
　あったのか。

４・２・２

一般廃棄物適正処理事業

４・１・４

環境美化及び保護事業

４・２・２

一般廃棄物減量化推進事業

２・１・１２

食品ロス削減推進事業

４・２・２

資源化促進事業

1,514,282
合計

差額

平均達成率 分析

分析内容

1,427,009

0 0

1,392,631

29,858 30,671

0 0

13,066 13,267

廃棄物対策課 3.00

13.86
0 0

1,480,502

分析

№
款・項・目

事務事業名
所属 人役

2-1 廃棄物対策課 3.00

2-2 市民生活課 0.76

1-1 廃棄物対策課 5.50

1-2 廃棄物対策課 1.60

3-1

R6 当初予算額

R6 決算額

R7

R7

当初予算額

決算額

0 0

1,355 1,345

0 0

42,994 42,588

0 0

決算時記載
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概要シート   

まちづくり大綱 施策 目的別事業群 

２ 暮らしづくり ３ 快適な生活環境の形成 ① 循環型社会の構築 

 

事業の概要 

戦略 1 一般廃棄物の適正処理 予算 1,423,302千円 前年度 1,456,867千円 

事務事業 1-1 一般廃棄物適正処理事業 予算 1,392,631千円 前年度 1,427,009千円 

内容 

1-1_一般廃棄物の適正処理 

① ごみ出し支援（38,360千円（前年度 36,130千円）） 

ア ごみ指定袋の無料交付 

2歳未満の子の養育者、公的支援措置として紙おむつの交付を受けている

障がい者等を対象に「ごみ指定袋」を無料交付する。 

イ ふれあい収集の実施（うち 30,391千円） 

ごみ出しが困難な一人暮らし等の高齢者や障がい者を対象に、ごみの戸

別収集及び希望に応じ安否確認を行う。 

ウ ライター・電池の拠点回収（うち 710 千円） 

エ ごみステーション収集用ボックス等整備補助（うち 7,259千円） 

区  分 補助率 補助限度額 

ごみ収集用ボックス 2 分の 1 200,000 円 

ごみ散乱防止用ネット 3 分の 2 50,000 円 

② ごみの適正収集（1,330,671 千円（前年度 1,367,647 千円）） 

ア ごみの収集（うち 1,324,588 千円） 

(ｱ) 市内約 3,000か所のごみステーションからのごみを収集、運搬 

（うち 1,150,335千円） 

(ｲ) ごみ指定袋・処理券の作成、販売（うち 174,253千円） 

イ 一般廃棄物適正排出指導の実施（うち 6,083千円） 

適正排出指導員を 2人配置 

③ ごみの分別・収集方法の啓発（0 千円（前年度 0 千円）） 

ＳＮＳを活用したごみの出し方の啓発 

④ 液状一般廃棄物の収集支援（23,600千円（前年度 23,232千円）） 

ア 安芸津地域の液状一般廃棄物収集業者への補助（うち 23,600千円） 

補助額：収集量 1リットルあたり 4円（市民の負担軽減） 
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事業の概要 

戦略 1 一般廃棄物の適正処理 予算 1,423,302千円 前年度 1,456,867千円 

事務事業 1-2 環境美化及び保護事業 予算 30,671千円 前年度 29,858千円 

内容 

1-2_環境美化及び保護への取組み 

① 環境美化活動（2,034千円（前年度 1,716千円）） 

ア きれいなまちづくりキャンペーンの実施（うち 902 千円） 

 

 

 

 

 

                    （R6年度の様子） 

 

 

イ 環境美化強化地域の清掃 清掃地域：9地域（うち 1,132 千円） 

② 不法投棄防止活動（21,863千円（前年度 21,344千円）） 

ア 不法投棄防止看板の製作（うち 822千円） 

看板：6種類 計 230枚 

イ 不法投棄パトロール及び不法投棄ごみの回収（うち 20,075千円） 

市内を 4 ブロックに分け不法投棄の監視パトロール及び不法投棄ごみの

回収を行う。 

 

 

 

                     （不法投棄現場） 

                     

 

 

ウ 不法投棄ごみの処理（うち 966 千円） 

広島中央環境衛生組合で処理できない処理困難物（タイヤ・家電 4 品目

等）の処理を外部委託により行う。 

エ 不法投棄されない環境づくり（うち 0 千円） 

(ｱ) 監視カメラの設置 

  ごみを繰り返し投棄される場所に、移動式監視カメラを一定期間設置

する。 

③ 公衆衛生推進団体の育成支援（6,774千円（前年度 6,798千円）） 

環境と健康をコミュニティで守るために組織された公衆衛生推進協議会の

育成・支援を行う。 

ア 地域活動費補助（うち 2,985千円） 

イ 環境活動費補助（うち 3,789千円） 

環境保全監視員 94名による不法投棄監視パトロール、ごみの収集を行う。 
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事業の概要 

戦略 2 一般廃棄物の減量化の推進 予算 14,612千円 前年度 14,421千円 

事務事業 2-1 一般廃棄物減量化推進事業 予算 13,267千円 前年度 13,066千円 

内容 

2-1_一般廃棄物の減量化の推進 

① ごみの減量化の促進（7,184千円（前年度 7,481千円）） 

ア ごみの減量化に関するコンテストの開催（うち 1,569千円） 

ごみ減量化に関するコンテスト（アイデア）を開催する。 

イ 啓発活動の実施 

広報紙、FM東広島等を活用した広報活動 

ウ ごみ減量出前講座の開催 

自治会・サークルなどの団体やグループの依頼に基づき、3R、広島中央

エコパーク、ごみ分別等に関する講座を出張して開催する。 

【活動指標】 10回 

※R5実績 9回、R6 5回（見込み） 

エ 生ごみ処理容器等の購入費助成・貸出し（うち 4,749千円） 

(ｱ) 生ごみ処理容器等の購入費費用の一部を助成（うち 4,628千円） 

 

対象 助成率 助成限度額 

生ごみ処理容器 

（コンポスト、かばん型、キエーロ等） 
2分の 1 

10,000円 

電気式生ごみ処理機 
30,000円 

小型剪定枝破砕機 

  【活動指標】 

生ごみ処理容器等購入費助成数 246個 

※R5実績 282個、R6実績 230個（見込） 

(ｲ) 生ごみ処理機の貸出し（うち 121 千円） 

オ 生ごみ処理容器利用講習会の実施（うち 866 千円） 

消滅型生ごみ処理容器（キエーロ）の基本的な仕組みや特徴に関する講

習会を開催するとともに、参加者には自身の体験や感想についてＳＮＳな

どを通じて発信してもらうことで、一層の生ごみ減量化に関する普及啓発

を図る。 

・募集定員 30世帯 

② 一般廃棄物の分析調査（6,083千円（前年度 5,585千円）） 

ア 家庭系・事業系ごみのごみ質の分析（うち 6,083千円） 
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事業の概要 

戦略 2 一般廃棄物の減量化の推進 予算 14,612千円 前年度 14,421千円 

事務事業 2-2 食品ロス削減推進事業 予算 1,345千円 前年度 1,355千円 

内容 

2-2_食品ロス削減の推進 

① 食品ロス削減啓発の取組み（1,075千円（前年度 1,091千円）） 

ア 食品ロスゼロ運動の実施（うち 723千円（前年度 700千円）） 

食品ロス削減に係る川柳等の募集及びパンフレットの配布等を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（R6食品ロス川柳コンテスト表彰式） 

イ 食品ロス削減協力店への取組み（うち 352千円（前年度 391千円）） 

食品ロス削減に係る啓発グッズやポスターを配付する。 

 

② フードドライブの実施（270千円（前年度 264千円）） 

食品ロスとなりうる食品を回収し、福祉施設等に分配するフードドライブ

事業を実施する。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

        （R6フードドライブ事業で集まった食品） 
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事業の概要 

戦略 3 資源化の促進 予算 42,588千円 前年度 42,994千円 

事務事業 3-1 資源化促進事業 予算 42,588千円 前年度 42,994千円 

内容 

3-1_ゼロエミッション（資源循環）の推進 

① 食品残さ等の資源化支援（7,283千円（前年度 8,417千円）） 

ア 飲食料品等小売業者が行う食品残さの資源化に対する支援 

（うち 5,050千円） 

イ ミミズコンポストの活用によるたい肥化の啓発（うち 2,233千円） 

② 資源回収団体等への活動支援（16,139千円（前年度 17,717千円）） 

資源回収を実施する団体へ回収量に応じた報償金を交付する。 

・報償金 10円／㎏ 

③ 有価物の回収促進（5,204千円（前年度 4,192千円）） 

ア 古布・古着・小型家電の拠点回収（うち 5,204千円） 

市役所本庁・支所・出張所等の拠点において古布・古着・小型家電を回

収する。 

【廃】おさがりコーナーの運営（前年度 0千円） 

廃棄物対策課による立ち上げ支援を終了し、児童福祉施設の自主運営に移

行する。 

④ 剪定枝の資源化促進（11,985千円（前年度 10,239千円）） 

剪定枝粉砕処理車（タウンビーバー）を利用者宅等へ派遣する。 

【活動指標】 

派遣回数 210回 

※R5実績 193回、R6実績 200回（見込） 

⑤ 紙ごみの資源化の推進（1,724千円（前年度 1,500千円）） 

ア 機密文書資源化処理事業者への支援（うち 1,560千円）） 

大量の紙ごみを排出している事業者に対し、その資源化に係る費用の一

部を補助することで、紙ごみの自発的な資源化を促進する。  

補助率 補助限度額 

2 分の 1 30,000 円/回（年間 4 回・100,000 円） 

イ 廃棄文書出張裁断車派遣（うち 164千円） 

大型シュレッダーを搭載した車両を招聘し、機密文書をその場で裁断・

減容化することで、ごみとして処分するのではなく、情報漏洩を防ぎつつ

安全に資源化できることを体験していただく機会を設ける。 

⑥ 廃棄物減量化等推進員の活動支援（253千円（前年度 220千円）） 

廃棄物減量化等推進員（リサイクル推進員）を対象に、ごみ減量化等に関

するワークショップを開催する。 

R6年度参加者 36名（26自治協） 
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( ) シート

１　第五次東広島市総合計画に掲げる施策

２　目的別事業群の概要

３　事業群の目指す姿と戦略

４　成果指標

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

５　コスト情報

日

人件費

R12

365

単位
R8

中

成果指標
初期値

（年度）

目標値及び実績値 終期目標値

（年度）

達成率

(ｱ)
水の年間安定供給日
数（計画修繕等による
停止を除く）

R6 R7

地域振興部 地域振興部豊栄支所地域振興課 河内支所地域振興課

水道施設の維持管理、持続可能性の確保 1
常に飲料水等を確保できる施設・設備の維持管理
が必要である。

施策の将来の目標像 　一般廃棄物の減量化と資源化推進等により循環型社会が構築されるとともに、市民の生活に不可欠
な安全な水の提供や、公共用水域の水質保全による安全で快適な生活基盤・環境が整っています。

② 生活環境部 環境先進都市推進課水の安定供給

指標

汚水処理人口普及率

初期値（R5年度）

88.9%

実績値（R5年度）

88.9%

目標値（R12年度）

96.5%

市民一人1日当たりの
ごみ排出量

900g 900g 850g

令和 7 年度 予算

まちづくり大綱 ２　暮らしづくり 施　策 3 快適な生活環境の形成

目的別事業群総括管理

(ｳ)

(ｲ)

上段：目標値

中段：実績値

下段：達成率

365

目的別

事業群

事業費

（千円）

当初予算額

Ｒ

６

年

度

Ｒ

７

年

度

決算額

一般財源

26,067

24,257

11,474

9,826

一般財源

364 365365

R5

施策の数値目標

関係部局・所属

目的別事業群名 主管部局・所属

現状

戦略No.寄与度仮説に基づく戦略課題

施設の老朽化が進んでおり、将来に向けて多くの
課題がある。

事業群の

目指す姿
安全で良質な水を安定的に供給する。
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６　戦略を構成する事務事業 （単位：千円）

７　Ｒ7事業費の分析（差額＝「Ｒ7年度当初予算額」－「Ｒ7年度決算額」） ※決算額には繰越を含む。

８　Ｒ7成果指標の分析（成果指標の平均達成率）

９　取組の分析

１０　総合評価

＜総評＞

１１　今後の課題及び取組方針

区分 分析視点

妥当性 ・目的達成のために必要か
・対象、手段は適切か

有効性
・取組みの効果はあるか
・他に類似・重複している
　事業は無いか

効率性
・コスト削減余地は無いか
・実施主体は適切か
　（直営・委託等）

総合評価

課題

→

課題を踏まえた今後の取組方針

外的

要因
・外的な要因による影響は
　あったのか。

４・１・４

専用水道等運営事業

26,067
合計

差額

平均達成率 分析

分析内容

26,067

0 0

11,474

0.30
0 0

11,474

分析

№
款・項・目

事務事業名
所属 人役

1-1 環境先進都市推進課 0.30

R6 当初予算額

R6 決算額

R7

R7

当初予算額

決算額

決算時記載
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概要シート   

まちづくり大綱 施策 目的別事業群 

２ 暮らしづくり ３ 快適な生活環境の形成 ② 水の安定供給 

 

事業の概要 

戦略 1 
水道施設の維持管理、 

持続可能性の確保 
予算 11,474千円 前年度 26,067千円 

事務事業 1-1 専用水道等運営事業 予算 11,474千円 前年度 26,067千円 

内容 

1-1_水道施設の維持管理、持続可能性の確保 

① 専用水道等の適切な運営（11,474 千円（前年度 26,067千円）） 

豊栄中央住宅団地専用水道施設、河内町大仙地区飲料水供給施設について

適切に維持管理を行い、安全で良質な水を安定的に供給する。 

ア 豊栄中央住宅団地専用水道施設の管理運営（うち 7,689千円） 

(ｱ) 水道企業団委任事務（維持管理業務、水道使用料徴収事務） 

(ｲ) 水質検査業務 

(ｳ) 受水槽、浄水設備施設管理業務 

(ｴ) 水道施設の毎日水質検査、毎日施設点検業務 

(ｵ) 消耗品費、光熱水費、通信運搬費、修繕料、備品購入費等 

・水道メーター取替修繕等 

イ 河内町大仙地区飲料水供給施設の管理運営（うち 3,785千円） 

(ｱ) 水道企業団委任事務（維持管理業務、水道使用料徴収事務） 

(ｲ) 水質検査業務 

(ｳ) 受水槽、浄水設備施設管理業務 

(ｴ) 水道施設の毎日水質検査、毎日施設点検業務 

(ｵ) 消耗品費、光熱水費、通信運搬費、修繕料等 
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( ) シート

１　第五次東広島市総合計画に掲げる施策

２　目的別事業群の概要

３　事業群の目指す姿と戦略

４　成果指標

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

５　コスト情報

中

下水道部

生活環境部

下水道部
関係部局・所属

850g

目的別事業群名 主管部局・所属

Ｒ６年度 Ｒ７年度

R8

％

53.4

成果指標
初期値

（年度）

(ｲ)

(ｱ)
下水道処理人口普及
率

基R5

48.3

特定地域生活排水処理施設の運営管理

1

2

3

単位
R6

54.6

小型浄化槽設置基数
（改築分）

110110

60.2

％R5

98 110 110上段：目標値
中段：実績値
下段：達成率

78.5

浄化槽設置整備の促進 中

中

目標値及び実績値 終期目標値

（年度）

達成率

55.6

R7

現状

戦略No.寄与度仮説に基づく戦略課題

下水道未普及地域の早期解消と既存下水道施設
の老朽化に伴う改築需要の増加に対応していく必
要がある。

下水道等整備区域外から発生する生活排水によ
る公共用水域の水質汚濁を防止する必要がある。

河内町小田地区に設置した特定地域生活排水処
理施設を適切に管理する必要がある。

東広島市汚水適正処理構想に基づき、下水道整
備事業及び小型浄化槽設置整備事業を進めてい
るが、単独浄化槽・くみ取り槽の件数が多数残り、
生活雑排水が未処理のまま公共用水域に入って
いる。

事業群の

目指す姿
市域の汚水を適正に処理し、生活環境の改善及
び公共用水域の水質保全を図る。

下水道事業の推進

令和 7 年度 目的別事業群総括管理 予算

まちづくり大綱 ２　暮らしづくり 施　策 3 快適な生活環境の形成

施策の将来の目標像
　一般廃棄物の減量化と資源化推進等により循環型社会が構築されるとともに、市民の生活
に不可欠な安全な水の提供や、公共用水域の水質保全による安全で快適な生活基盤・環境が
整っています。

公共用水域の水質保全③ 下水道部 下水道管理課

指標 初期値（R5年度） 実績値（R5年度） 目標値（R12年度）

汚水処理人口普及率 88.9% 88.9% 96.5%
市民一人1日当たりの

ごみ排出量
900g 900g

施策の数値目標

地域振興部

下水道建設課

環境先進都市推進課

下水道施設課

河内支所地域振興課

R12

R12

R12

78.7 78.977.8 79.7

差引

(ｳ) 法定検査受検率

人件費

人件費

一

般

会

計

等

公

営

企

業

会

計

目

的

別

事

業

群

事

業

費
（

千

円
）

当年度純利益(又は純損失)

資本的収入

資本的支出

差引

収益的支出

収益的収入

事業費

一般財源

R4

Ｒ６年度 Ｒ７年度

5,673,659

当初予算額 決算額 当初予算額 決算額

当初予算額 当初予算額決算額 決算額

124,497

74,828

119,769

45,552

5,822,754

Ｒ６年度 Ｒ７年度

5,409,980

263,679

13,730

3,405,735

4,969,290

△ 1,563,555

5,376,106

446,648

143,460

4,228,811

5,972,188

△ 1,743,377

Ｒ６年度 Ｒ７年度
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６　戦略を構成する事務事業 （単位：千円）

７　Ｒ7事業費の分析（差額＝「Ｒ7年度当初予算額」－「Ｒ7年度決算額」） ※決算額には繰越を含む。

８　Ｒ7成果指標の分析（成果指標の平均達成率）

９　取組の分析

１０　総合評価

＜総評＞

１１　今後の課題及び取組方針

区分 分析視点

妥当性 ・目的達成のために必要か
・対象、手段は適切か

有効性
・取組みの効果はあるか
・他に類似・重複している
　事業は無いか

効率性
・コスト削減余地は無いか
・実施主体は適切か
　（直営・委託等）

平均達成率

差額

1-1 下水道部 49.00

2-1 環境先進都市推進課

11,348,294

0 0

10,379,270

108,514 112,513

0 0

11,255 11,984

51.29

№ 款項目＿事務事業 所属 人役

3-1 環境先進都市推進課 0.35

1.94

0 0

0 0

R6 当初予算額

R6 決算額

R7

R7

当初予算額

決算額

11,468,063 10,503,767

分析

分析

分析内容

外的

要因
・外的な要因による影響は
　あったのか。

総合評価

課題

→

課題を踏まえた今後の取組方針

0

下水道事業【下水道事業】

4・1・4

浄化槽設置整備事業

1・1・1

特定地域生活排水処理施設管理事業【特排特会】

合計

決算時記載
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概要シート   

まちづくり大綱 施策 目的別事業群 

２ 暮らしづくり ３ 快適な生活環境の形成 ③ 公共用水域の水質保全 

 

事業の概要 

戦略 １ 下水道事業の推進 予算 10,379,270千円 前年度 11,348,294千円 

事務事業 1-1 
下水道事業 

【下水道事業】 
予算 10,379,270千円 前年度 11,348,294千円 

内容 

下水道事業会計 

1-1_下水道事業の効率化、経営健全化の取組み 

  ① 下水道経営の健全化（2,081,151千円（前年度 1,977,052千円）） 

   ア 適切な施設管理、収納率向上、普及啓発の取組み（うち 2,054,151千円） 

     下水道サービスを継続して安定的に提供していくため、施設の適切な 

維持管理、使用料の収納率向上のための滞納整理、未接続者への普及啓発

活動に取り組み、経営の健全化を図る。 

   

  ・下水道施設維持管理費                     （千円） 

セグメント（事業） 処 理 場 管渠・ポンプ場 合 計 

公 共 下 水 道 1,530,929 168,072 1,699,001 

特定環境保全公共下水道 68,408 15,105 83,513 

農 業 集 落 排 水 116,407 18,216 134,623 

産業団地汚水処理施設 41,872 0 41,872 

合 計 1,757,616 201,393 1,959,009 

 

・収納率向上、普及啓発活動の取組み              （千円） 

内 容 予算額 

使用料徴収事務委託 85,542 

水洗便所改造資金貸付金 9,600 

 

 

【新】イ 汚水適正処理構想の改定（うち 27,000千円） 

     下水道事業を取り巻く環境を鑑みて最適な汚水処理手法を検討し、汚水

適正処理構想の改定を行う。 

（千円） 

内 容 予算額 

東広島市汚水適正処理構想改定業務 27,000 
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事業の概要 

  ② 計画的、効率的な施設の建設と更新 

（2,654,568千円（前年度 3,553,728千円）） 

   ア 東広島浄化センター改造工事（うち 535,000千円） 

     流入水質の変化に対応するため、引き続き東広島浄化センターの改造 

工事を行う。 

 

    ・東広島浄化センター9池の高度処理化工事等 

 R4 R5 R6 R7 R8 

10 池改造 
設 計 

工 事  

9 池 改 造  工 事 

 

 

 

イ 未普及解消整備計画に基づく汚水管渠整備工事（うち 1,467,068千円） 

下水道未普及地域の早期解消を目的に策定している下水道未普及解消 

整備計画に基づき、汚水管渠の整備を行う。 

（千円） 

内 容 予算額 

汚水管渠設計業務 93,000 

汚水管渠建設工事 1,359,728 

汚水管渠建設工事 
（他事業合併施工分） 

14,340 

    【活動指標】 

令和 7年度汚水管渠工事着手延長：8,200ｍ 

 

 

 

 

11・12 池増設（完了） 10 池改造（完了） 

（令和 6 年 9 月撮影） 

9 池改造 
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事業の概要 

ウ ストックマネジメント計画に基づく施設更新（うち 337,000千円） 

     下水道サービスを継続して安定的に供給するため、ストックマネジメン

ト計画に基づき下水道施設の更新を行う。 

（千円） 

内 容 予算額 

ストックマネジメント設計業務 152,000 

ストックマネジメント工事 185,000 

 

   エ 汚水管渠の改築（うち 299,500千円） 

     雨天時不明水の流入による処理水量の増加を抑制するため、汚水管渠の

改築を行う。 

（千円） 

内 容 予算額 

板城地区農業集落排水管更生等改築工事 200,000 

その他不明水対策 99,500 

 

【新】オ 圧送管渠の二条化対策（16,000千円） 

     圧送管渠の老朽化に伴う施設更新のため、圧送管渠の二条化を行う。 

     （千円） 

内 容 予算額 

高屋圧送幹線二条化基本設計業務 16,000 

 

 

③ 災害に強い下水道の構築（95,000千円（前年度 132,000千円）） 

   ア 下水道施設の耐震対策 

     地震時においても持続的に水インフラを機能させるため、上下水道 

耐震化計画に基づき下水道施設の耐震化を図る。 

（千円） 

内 容 予算額 

東広島浄化センター耐震診断業務 66,000 

黒瀬水質管理センター耐震診断業務 10,000 

管 路 施 設 耐 震 診 断 調 査 業 務 19,000 
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事業の概要 

戦略 2 浄化槽設置整備の促進 予算 112,513千円 前年度 108,514千円 

事務事業 2-1 浄化槽設置整備事業 予算 112,513千円 前年度 108,514千円 

内容 

2-1_浄化槽設置整備の促進 

① 浄化槽設置整備の促進（112,513千円（前年度 108,514千円） 

ア 小型浄化槽設置補助（改築）（うち 40,038千円） 

単独浄化槽又はくみ取り槽から合併浄化槽へ切り替える個人住宅に 

対し、設置費用の一部を補助する。 

浄化槽 

区分 

補助限度額 予定基数 交付見込額 国補助金 

（1/2） 

県補助金 

（1/3） 

5人槽 332千円 72基 23,904千円 11,952千円 7,968千円 

7人槽 414千円 35基 14,490千円 7,245千円 4,830千円 

10人槽 548千円 3基 1,644千円 822千円 548千円 

合計  110基 40,038千円 20,019千円 13,346千円 

 

イ 単独浄化槽・くみ取り槽転換に伴う槽撤去・配管工事費補助 

（うち 43,800千円） 

単独浄化槽又はくみ取り槽から合併浄化槽へ切り替える個人住宅に 

対し、槽の撤去費用、配管工事費用の一部を補助する。 

区分 補助限度額 予定基数 交付見込額 国補助金 

（1/2） 

単独浄化槽撤去 120千円 30基 3,600千円 1,800千円 

くみ取り槽撤去 90千円 80基 7,200千円 3,600千円 

配管工事 300千円 110基 33,000千円 16,500千円 

合計   43,800千円 21,900千円 

 

ウ 人口減少地域における定住促進に対する補助（うち 5,000千円） 

補助金対象区域内で、人口減少地域に所在する単独浄化槽又はくみ取り

槽から合併浄化槽へ切り替える個人住宅に対し、設置費用、槽の撤去費用、

配管工事費用の一部を補助する。 

区分 補助限度額 予定基数 交付見込額 

人口減少対策 100千円 50基 5,000千円 

 

エ 浄化槽の法定検査の受検推進等（うち 3,675千円） 

 (ｱ) 法定検査受検指導 

法定検査の未受検者等を対象に、受検指導を実施する。 

 (ｲ) 浄化槽現況調査、普及啓発 

浄化槽の現況調査、普及啓発活動を実施する。 
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事業の概要 

      【活動指標】 

       法定検査受検率：78.7％ 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 
R5 

（速報値） 

受検率(%) 75.3 76.3 76.2 77.5 77.8 79.4 

 

オ 大型浄化槽施設改修等事業費補助（うち 20,000千円） 

住宅団地の大型浄化槽施設の改修等に対し、費用の一部を補助する。 

団地名 事業費 
市補助額 

(上限20,000千円) 

小谷ニュータウン おおぞら台 

（高屋町小谷） 
66,000千円 20,000千円 

    補助額：事業費の 1/2、112千円×世帯数、20,000千円のいずれか低い方 
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事業の概要 

戦略 3 
特定地域生活排水処理施設の運

営管理 
予算 11,984千円 前年度 11,255千円 

事務事業 3-1 
特定地域生活排水処理施設管理

事業【特排特会】 
予算 11,984千円 前年度 11,255千円 

内容 

3-1_特定地域生活排水処理施設の運営管理 

① 特定地域生活排水処理施設の管理運営（11,984千円（前年度 11,255千円）） 

河内町小田地区に設置した特定地域生活排水処理施設を適切に運営・維持 

  管理する。 

  （対象 132基、うち 124基が稼働中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-134-



( ) シート

１　第五次東広島市総合計画に掲げる施策

２　目的別事業群の概要

３　事業群の目指す姿と戦略

４　成果指標

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

５　コスト情報

(ｳ)
狂犬病予防注射接種
率

％R5

R12

R12

77.7 77.977.3 78.7

目的別

事業群

事業費

（千円）

当初予算額

Ｒ

６

年

度

Ｒ

７

年

度

決算額

一般財源

41,323

15,334

82,976

42,853

一般財源

77.5

33.7 39.637.3

R5

85.1

令和 7 年度 予算

まちづくり大綱 ２　暮らしづくり 施　策 4 豊かな自然環境の保全

目的別事業群総括管理

施策の将来の目標像 　地域の自然環境の持つ価値や機能が十分に認識され、豊かな自然環境を維持・保全することで、市
民の健康で快適な暮らしが維持され、自然と調和した潤いのある社会が形成されています。

① 生活環境部 環境先進都市推進課豊かな自然環境の保全

指標

環境活動参加率

初期値（R5年度）

33.7%

実績値（R5年度）

33.7%

目標値（R12年度）

50.0%

河川における
環境基準達成率（BOD)

80.0% 80.0% 92.4%

現状

戦略No.寄与度仮説に基づく戦略課題

市民の環境意識の向上
環境汚染の未然防止

市民の環境意識の低下への懸念

市民の生活環境の保全

事業群の

目指す姿
良好な生活環境の保全や生物多様性の維持

1

2

自然に親しむ機会の減少による環境意識の低下
市街化の進展に伴う環境悪化が懸念される

犬・猫に関する苦情が多く、適正な飼養と飼い主の
マナー向上を図る必要がある

高

低

成果指標
初期値

（年度）

目標値及び実績値 終期目標値

（年度）

達成率
単位

R6 R7 R8

50.0

％

人件費

(ｲ)
環境基準達成率
（BOD)

(ｱ) 環境活動参加率

R5

上段：目標値

中段：実績値

下段：達成率

35.0

80.0 81.7 83.4 92.4

R12 ％

施策の数値目標

関係部局・所属

目的別事業群名 主管部局・所属
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６　戦略を構成する事務事業 （単位：千円）

７　Ｒ7事業費の分析（差額＝「Ｒ7年度当初予算額」－「Ｒ7年度決算額」） ※決算額には繰越を含む。

８　Ｒ7成果指標の分析（成果指標の平均達成率）

９　取組の分析

１０　総合評価

＜総評＞

１１　今後の課題及び取組方針

R6 当初予算額

R6 決算額

R7

R7

当初予算額

決算額
№

款・項・目

事務事業名
所属 人役

1-1 環境先進都市推進課 4.05

2-1 環境先進都市推進課 1.57

5.62
0 0

82,976

分析

分析内容

30,177

0 0

70,602

11,146 12,374

0 0

41,323
合計

差額

平均達成率 分析

４・１・４

環境保全事業

４・１・２

狂犬病予防事業

区分 分析視点

妥当性 ・目的達成のために必要か
・対象、手段は適切か

有効性
・取組みの効果はあるか
・他に類似・重複している
　事業は無いか

効率性
・コスト削減余地は無いか
・実施主体は適切か
　（直営・委託等）

総合評価

課題

→

課題を踏まえた今後の取組方針

外的

要因
・外的な要因による影響は
　あったのか。

決算時記載
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概要シート   

まちづくり大綱 施策 目的別事業群 

2 暮らしづくり 4 豊かな自然環境の保全 ① 豊かな自然環境の保全 

 

事業の概要 

戦略 1 
市民の環境意識の向上 

環境汚染の未然防止 
予算 70,602千円 前年度 30,177千円 

事務事業 1-1 環境保全事業 予算 70,602千円 前年度 30,177千円 

内容 

1-1_環境汚染の未然防止 

① 環境監視による地域環境の維持・向上（67,591千円（前年度 27,302千円）） 

ア 環境監視の実施（うち 26,650千円） 

大気・水質・騒音などの環境調査を実施し、環境を監視する。調査結果は 

環境白書やホームページで公表する。 

項目 内容 事業費 

公共用水域水質調査 
黒瀬川や沼田川等の河川及び地下水の水

質調査を行う（28地点）。 
12,381千円 

大気環境調査測定 
市役所等の測定場所で大気中の汚染物質

の測定を行う（13地点）。 
5,921千円 

自動車騒音常時監視 

及び環境騒音調査 

市内の自動車騒音や環境騒音の実態を調査

し、騒音公害防止のための基礎資料とする。

（自動車騒音 12路線、環境騒音 57地点） 

5,302千円 

工場排水水質検査 

工場等の特定施設に立ち入り調査し、公共

用水域に排出される放流水の確認や指導

を行う（延べ 93事業所）。 

2,206千円 

臭気指数測定調査 
悪臭公害防止のため、悪臭防止法に基づく

測定と指導を行う。 
297 千円 

その他業務 環境監視や公開苦情等に対応する。 543千円 

 

イ 環境審議会の運営（うち 702千円） 

環境の保全や創出に関する基本的事項を調査・審議する。 

 

ウ PFOS及び PFOA対策（うち 38,739千円） 

PFOS 等の指針値超過エリアにおいて、河川や地下水の水質をモニタリン

グする。また PFOS等調査検討委員会を開催する。 

項目 内容 事業費 

PFOS及び PFOA調査 

PFOS 等の指針値超過エリアにおいて、河

川や地下水の水質をモニタリングする。ま

た PFOS等調査検討委員会を開催する。 

9,948千円 

水道本管敷設工事 

令和６年度に PFOS 等の指針値超過エリア

で水道を敷設した水道未接続世帯のうち、仮

設対応した世帯について本管を敷設する。 

28,791千円 
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事業の概要 

【新】エ 家庭用浄水器設置補助金（うち 1,500千円） 

    地下水汚染が確認された井戸を飲用に使用する市民に対し、安全な飲料水

の確保を図ることを目的に、浄水器の購入に要する費用の一部を補助する。 

   補 助 対 象 者 市内（水道事業の給水区域を除く。）の自己が所有する

住宅に居住し、日常生活の飲用水として使用する井戸水

から環境省が指定する対象物質（２８項目）について、

地下水にかかる基準値の超過が見られた世帯。 

             ただし、水道の給水区域のうち、居住する住宅の敷地

に隣接する道路に上水道配水管が敷設されていない場

合は補助の対象とする。1世帯につき 1基とする。 

   対象となる浄水器 逆浸透膜方式で、前処理フィルターを有する家庭用浄水器 

   補 助 額 浄水器の購入及び設置に係る費用（消費税額を除く）の

１／２、１５万円を限度 

 

 

② 市民の環境意識の向上（3,011千円（前年度 2,875千円）） 

ア 各種啓発活動の継続 

第２次東広島市環境基本計画の年次報告書として、東広島の環境（環境

白書）をとりまとめ、本市の環境調査結果や各主体の活動を公表するとと

もに、ひがしひろしまこどもエコ探検隊等の環境学習の機会を充実させる。 

（出前講座等参加人数）         （単位：人 [ ]内は開催回数） 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 

出前講座 
484 

[11] 

252 

[13] 

948 

[19] 

601 

[13] 

935 

[17] 

エコ探検隊 
80 

[2] 

22 

[1] 

135 

[4] 

112 

[4] 

208 

[4] 

※R6は R6.12月末時点 
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事業の概要 

戦略 2 市民の生活環境の保全 予算 12,374千円 前年度 11,146千円 

事務事業 2-1 狂犬病予防事業 予算 12,374千円 前年度 11,146千円 

内容 

2-1_市民の生活環境の保全 

① 犬・猫の適正な飼養の促進（12,374千円（前年度 11,146千円）） 

ア 狂犬病予防の推進（うち 4,478千円） 

狂犬病予防注射接種率の向上のため、動物病院との連携や、集合注射の

実施（57会場）、全登録者への案内通知、未受診者への督促通知、広報啓発

（12回）を行う。 

（狂犬病予防注射の接種状況）        （単位：件） 

注射の区分 R3実績 R4実績 R5実績 
R6 

（12月末時点） 

登録数 9,383 9,597 9,724 9,965 

集合注射   358   395   381 338 

個別注射 6,607 6,605 7,136 5,724 

注射合計 6,965 7,000 7,517 6,062 

接種率 74.2％ 72.9％ 77.3％ 60.8％ 

 

イ 犬・猫など愛護動物の正しい飼い方の推進（うち 2,375 千円） 

動物愛護についての普及・啓発のため、広島県、動物愛護ボランティア

との連携によるイベントの開催、譲渡犬猫の不妊去勢手術に係る経費の補

助を行う。 

   （犬猫譲渡会の参加人数）                （単位：人） 

年度 
R3 R4 R5 R6 

6月 10月 6月 10月 6月 10月 6月 10月 

人数 中止 2,000 900 1,700 1,000 1,000 1,300 1,000 

※R3.10月、R4.10月は市主催「環境フェア」と同日開催。 

   （譲渡犬猫の参加・成約数） 

年度 
R3 R4 R5 R6 

6月 10月 6月 10月 6月 10月 6月 10月 

犬参加 ― 5 7 13 8 11 11 9 

犬成約 ― 2 2 5 3 3 3 3 

猫参加 ― 63 63 96 45 82 45 80 

猫成約 ― 21 17 16 8 17 21 14 
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事業の概要 

   （譲渡犬猫不妊去勢手術費補助金交付状況） 

年度 R3実績 R4実績 R5実績 
R6 

（12月末時点） 

申請数 12件 16件 22件 22件 

補助額 1,148千円 1,100千円 717千円 674千円 

犬 2頭 10頭 12頭 8頭 

猫 86頭 70頭 33頭 36頭 

 

ウ 野良犬・猫対策（うち 5,521 千円） 

(ｱ) 野良犬対策（うち 4,793千円） 

・広島県動物愛護センターとの連携による保護活動の実施 

・野良犬保護器の貸出しによる保護・搬送 

     （保護器設置・搬送等の件数）     （単位：件） 

年度 R3 R4 R5 
R6 

（12月末時点） 

件数 118 64 29 10 

(ｲ) 野良猫対策（うち 728千円） 

・広島県が推進する地域猫活動についての広報等による周知 

・地域猫活動を実施する地域と県との調整・協議 

・地域猫活動団体への補助金交付 

      （地域猫活動団体申請数）           （単位：件） 

年度 H28～R2 R3 R4 R5 
R6 

（12月末時点） 
計 

件数 22 4 6 8 12 52 

     （地域猫活動費補助金交付状況） 

年度 R3実績 R4実績 R5実績 
R6 

（12月末時点） 

申請数 4件 5件 3件 10件 

補助額 80千円 100千円 50千円 190千円 

 

【新】・飼い主のいない猫の不妊去勢手術に係る経費の補助（うち 400千円） 

       飼い主のいない猫の増加を抑制し、苦情を減少させるために住民が 

行う不妊去勢手術の経費に対し補助を行う。 

対象者  ：近隣住民に承諾を得た市民又は団体（県の承認を得た地 

域猫活動団体の場合、申請した猫を除く） 

補助率等：手術費の 1/2、上限 10千円 

予算額 ：10千円×40頭＝400千円 
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( ) シート

１　第五次東広島市総合計画に掲げる施策

２　目的別事業群の概要

３　事業群の目指す姿と戦略

４　成果指標

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

５　コスト情報

関係部局・所属

施策の数値目標
77%

目的別事業群名 主管部局・所属

低

％

人件費

78.0

成果指標
初期値

（年度）

目標値及び実績値 終期目標値

（年度）

達成率
単位

R6 R7 R8

(ｲ) R12
住民自治協議会の認
知度

(ｱ)
地域コミュニティ活動
への参加率

％R5

77.072.1

R5

産業部 ブランド推進課

現状

戦略No.寄与度仮説に基づく戦略課題

住民自治協議会等の状況に応じた活動支援

住民の地域コミュニティ活動の参加率及び住民自
治協議会の認知度が低い。

活動拠点の充実

事業群の

目指す姿
市民協働のまちづくりによる地域力の向上

1

2

住民自治協議会等の持続性の強化（担い手・後
継者育成、加入促進等）に向けた支援が必要

老朽化した地域センターの改修、地区拠点施設の
機能向上が必要

高

施策の将来の目標像
　共通の目的の実現や地域課題の解決のため、コミュニティ活動や地域の特性を踏まえた取組みが活
発に展開され、多様な市民・団体等が相互に連携・協力しながら活動、活躍することにより、地域の持
つ力が向上しています。

① 地域振興部 地域づくり推進課市民協働のまちづくりによる地域力の向上

指標 初期値（R5年度） 実績値（R5年度） 目標値（R12年度）

地域コミュニティ活動
への参加率 72.1% 72.1%

令和 7 年度 予算

まちづくり大綱 ２　暮らしづくり 施　策 5 市民協働のまちづくりによる地域力の向上

目的別事業群総括管理

上段：目標値

中段：実績値

下段：達成率

72.7 74.073.4

73.7

目的別

事業群

事業費

（千円）

当初予算額

Ｒ

６

年

度

Ｒ

７

年

度

決算額

一般財源

1,657,004

610,151

1,869,253

516,243

一般財源

(ｳ)

R12

70.1 71.3 72.5
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６　戦略を構成する事務事業 （単位：千円）

７　Ｒ7事業費の分析（差額＝「Ｒ7年度当初予算額」－「Ｒ7年度決算額」） ※決算額には繰越を含む。

８　Ｒ7成果指標の分析（成果指標の平均達成率）

９　取組の分析

１０　総合評価

＜総評＞

１１　今後の課題及び取組方針

区分 分析視点

妥当性 ・目的達成のために必要か
・対象、手段は適切か

有効性
・取組みの効果はあるか
・他に類似・重複している
　事業は無いか

効率性
・コスト削減余地は無いか
・実施主体は適切か
　（直営・委託等）

総合評価

課題

→

課題を踏まえた今後の取組方針

外的

要因
・外的な要因による影響は
　あったのか。

２・１・９

市民協働推進事業

２・１・９

ふるさと寄附金運営事業

２・１・９

地域活動拠点整備事業

２・１・９

コミュニティ推進事業

1,657,004
合計

差額

平均達成率 分析

分析内容

248,032

0 0

258,887

594,665 656,614

0 0

698,297 903,719

12.95
0 0

1,869,253

分析

№
款・項・目

事務事業名
所属 人役

2-1 地域づくり推進課 3.26

2-2 地域づくり推進課 1.84

1-1 地域づくり推進課 6.90

1-2 ブランド推進課 0.95

R6 当初予算額

R6 決算額

R7

R7

当初予算額

決算額

0 0

116,010 50,033

0 0

決算時記載
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概要シート   

まちづくり大綱 施策 目的別事業群 

２ 暮らしづくり ５ 
市民協働のまちづくりによる地

域力の向上 
① 

市民協働のまちづくりに

よる地域力の向上 

 

事業の概要 

戦略 1 
住民自治協議会等の状況

に応じた活動支援 
予算 915,501千円 前年度 842,697千円 

事務事業 1-1 市民協働推進事業 予算 258,887千円 前年度 248,032千円 

内容 

1-1_市民協働の推進 

①  住民自治協議会等の持続可能な活動の支援 

（218,749千円（前年度 207,541千円）） 

市民協働のまちづくりの更なる発展を図るための具体的な施策に取り組

む。 

ア 地域づくり推進交付金の交付（うち 185,737千円） 

地域を代表する組織である住民自治協議会が特色あるまちづくりに取り

組むことを促進するために、地域づくり推進交付金を交付する。 

 項目 対象事業等 

基

本

項

目 

①均等割 

②広報紙等配布加算 

③過疎地域持続的発展特別加算 

④拠点加算 

⑤避難行動要支援者避難支援プラ

ン策定加算 

活動に係る固定経費 

（報償費、拠点管理費等） 

地
域
選
択
項
目 

①敬老事業 敬老会の開催等 

②公衆衛生推進事業 地域清掃、健康関連事業等 

③定住促進事業 空き家調査、定住支援等 

④ごみ減量化・資源化推進事業 資源回収、地域清掃等 

⑤防災訓練等推進事業 防災訓練、防災啓発等 

⑥参画促進事業 未加入世帯への加入促進等 

⑦防災まち歩き事業 防災啓発活動等 

⑧情報伝達支援事業 メールシステム運用等 

⑨防災資機材整備事業 防災資機材の調達等 

⑩シニアスポーツ普及事業 シニアスポーツ普及等 

⑪学生交流促進事業 学生連携行事等 

⑫国際交流促進事業 外国人連携行事等 

⑬まちづくり計画更新・普及事業 ワークショップの開催等 
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事業の概要 

イ 市民協働のまちづくり活動応援補助金の交付（うち 10,000千円） 

市民活動団体等が行う地域の課題解決及び魅力向上につながる公益的な

活動に対し、補助金を交付することで、市民協働のまちづくりを推進する。 

 

ふるさとカフェ キッズ（市民活動団体） 

 

自然体験活動サークル学びの里（学生団体支援） 

市民協働のまちづくり活動応援補助金 採択事業 

 

ウ 市民協働のまちづくり講演会等の開催（うち 901 千円） 

市民協働のまちづくりの全国的な先進的事例を学び、共有する「まちづ

くり講演会」を開催する。 

 

【拡】エ 地域コーディネーターの配置（うち 22,111千円） 

集落支援員制度を活用して、住民自治協議会等への「目配り」として 

巡回、状況把握を行い、課題解決を図るため、地域の実態にあわせて地域

コーディネーターを配置する。 

 

②  地域活動団体による住民自治協議会等のサポート、連携の促進 

（38,580千円（前年度 38,907千円）） 

まちづくりの多様な担い手の活動を維持し、発展させていくため、地域 

活動団体による住民自治協議会等のサポートや連携を促進する。 

ア 市民協働センターの管理運営（うち 8,389千円） 

「市民と市民」、「市民と行政」の協働の拠点として、市民活動や担い手

の交流・ネットワークづくりを支援し、市民協働のまちづくりを推進する。 

 

イ 市民協働のまちづくりを推進する人材の配置（うち 16,933千円） 

市民協働センター専門員及び協働支援員を配置し、住民自治協議会や 

市民活動団体の活動の支援や連携のコーディネート等を支援する。 
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事業の概要 

ウ 広島大学の学生を対象とした「まちづくり実践講座」の開講  

（うち 1,048千円） 

まちづくりの核となる学生の養成に向けて、広島大学と連携し、広島大

学の 1～2年生を対象に、座学とフィールドワークによる集中講座（授業）

を開講する。 

  

 

 

 

 
戸野地域での学生協働支援隊の様子 

 
乃美地域での学生協働支援隊の様子 

 

エ 「学生協働支援隊」による地域おこしのきっかけづくり 

（うち 10,246千円） 

住民自治協議会のまちづくりに学生の力を活かすために結成した学生

協働支援隊により、地域おこしのきっかけづくりに取り組む。 

 
戸野地域での学生協働支援隊の様子 

 
乃美地域での学生協働支援隊の様子 

 

オ 市民協働推進イベントの開催による市民活動の周知（うち 1,964千円） 

市民の方々が地域での活動を始めるきっかけをつくることを目的として、

様々な市民活動を行っている団体やＣＳＲ活動を行っている企業に参加し

てもらう市民協働推進イベントを開催する。 

 

③ 市民活動情報の共有の促進 （1,558千円（前年度 1,584千円）） 

まちづくりの多様な担い手による活動の情報発信や情報共有を支援し、 

地域でのつながりや愛着を持つきっかけづくりを推進する。 

ア 市民活動の情報発信の支援（1,558千円） 

市民活動団体等の情報の発信・共有を促進するため専用サイトを運営し

ていたが、令和６年度末をもって閉鎖し、今後は各団体のＳＮＳ等を活用

した情報発信をサポートするとともに、それぞれの活動内容の周知に積極

フィールドワークの様子 座学の様子 
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事業の概要 

的に取り組む。 

 

※ 「担い手の発掘」は、目的別事業群 4-2-② 1-2 移住者等支援事業 

「③地域おこし協力隊による地域活動支援及び定住促進」へ移管。 

 

 

事業の概要 

戦略 1 
住民自治協議会等の状況

に応じた活動支援 
予算 915,501千円 前年度 842,697千円 

事務事業 1-2 ふるさと寄附金運営事業 予算 656,614千円 前年度 594,665千円 

内容 

1-2_ふるさと寄附金制度の活用 

地域活動の財源確保のため、ふるさと寄附金制度を運営し、活用を図る。 

①  専門サイトの活用及び返礼品の拡充（656,614千円（前年度 594,665千円）） 

ふるさと寄附金運営サイトに掲載する返礼品の拡充やクラウドファンディ

ングの活用を通して、財源確保や本市特産品のＰＲ、魅力の発信等を図る。 

 

 

   

東広島市ふるさと寄附金に係る返礼品（一例） 
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事業の概要 

戦略 2 活動拠点の充実 予算 953,752千円 前年度 814,307千円 

事務事業 2-1 地域活動拠点整備事業 予算 903,719千円 前年度 698,297千円 

内容 

2-1_地域活動拠点の整備 

市民協働のまちづくりを推進するため、地域センター等を住民自治協議会及び

生涯学習の活動拠点として整備・充実させるとともに、大規模改修により長寿命

化を図る。 

 

① 地域センター改修設計 (9,500千円（前年度 27,640千円）) 

   ア 安宿地域センター建替設計 (9,500千円) 

公共施設等総合管理計画に基づき、老朽化している安宿地域センターの

敷地内での建替えを行うため、施設の建築設計を行う。 

   

 

 

 

 

 

安宿地域センター 

 年度 Ｒ７ Ｒ８ 工事概要 

設  計   Ｒ７事業内容：新築設計業務 

 工  事   

 

② 地域センター等の整備・改修 (892,957千円（前年度 670,657千円）) 

ア 東志和地域センター駐車場造成工事 (うち 53,900千円) 

東志和地域センターについて、駐車場の拡張に係る造成工事を行う。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

東志和地域センター 

 年度 Ｒ６ Ｒ７ 工事概要 

測  量 

設  計 

用地取得 

  Ｒ７事業内容：造成工事 

工  事   
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事業の概要 

イ 高屋東地域センター改修工事 (うち 12,800千円) 

センターの環境を改善し、利用者の利便性の向上を図るため、ホール及

び調理実習室の改修を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高屋東地域センター 

 

ウ 高屋西地域センター等複合施設建築工事 (うち 662,217千円) 

公共施設等総合管理計画に基づき、老朽化している高屋西地域センター

を高屋中央保育所と複合化し、新たな地域活動の拠点として移転新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高屋西地域センター等複合施設建設パース図 

 

年度 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 事業概要 

用地取得     Ｒ７事業内容：建築工事、 

       開業準備 造成設計     

建築設計     

造成工事     

建築工事     
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事業の概要 

エ 造賀地域センター機械設備改修工事 (うち 64,000千円) 

センターの環境を改善し、利用者の利便性の向上を図るため、老朽化し

た造賀地域センターの空調設備等の更新を行う。 

   

 

 

 

 

 

 

造賀地域センター 

 年度 Ｒ６ Ｒ７ 工事概要 

設  計   Ｒ７事業内容：空調等更新工事 

 工  事   

 

オ 入野地域センター大規模改修工事 (うち 39,270千円) 

改修の優先度が高い入野地域センターについて、長寿命化のための大規

模改修を行う。 

  

 

 

 

 

 

入野地域センター 

 年度 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 工事概要 

設  計    Ｒ７事業内容：改修工事 

 工  事    

 

 

   カ 環境に配慮した施設改修 (60,770千円)  

(ｱ) ＥＳＣＯ事業 (うち 43,508千円) 

施設運営時の二酸化炭素排出量の低減を図ることを目的として、ＥＳ

ＣＯ事業を活用して空調設備の更新を行った地域センターに係るＥＳＣ

Ｏ事業費の支払いを行う。 

    【Ｒ６年度導入施設】 

寺西地域センター、三永地域センター、板城地域センター 

    【Ｒ５年度導入施設】 

郷田地域センター、平岩地域センター、高屋東地域センター 
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事業の概要 

(ｲ) 地域センターの照明ＬＥＤ化 (うち 17,262千円) 

東西条地域センターの照明ＬＥＤ化工事を行うとともに、リース方式

によりＬＥＤ化を行った地域センターに係る賃貸借料を支払う。 

 

③ 地域拠点改修・修繕計画の推進  

ア 地域拠点施設の計画的な改修・修繕 

地域センター及び地区拠点施設について、長期的な視点で改修及び修繕

を行うため、施設の劣化状況の確認、改修及び修繕に必要となる関係団体

との調整を行う。 

 

イ 八本松地域センター等複合施設整備 

老朽化している八本松地域センターを八本松出張所等と複合化し、新た

な地域活動の拠点として移転新設する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八本松地域センター等複合施設建設予定地 

 

年度 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ 

基本設計       

実施設計       

建築工事       

敷地造成 

（区画整理事業） 
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事業の概要 

戦略 2 活動拠点の充実 予算 953,752千円 前年度 814,307千円 

事務事業 2-2 コミュニティ推進事業 予算 50,033千円 前年度 116,010千円 

内容 

2-2_コミュニティの推進 

住民主体によるコミュニティ活動を支援するため、その活動拠点となる集会施

設の整備や集会施設を管理する自治会、住民自治協議会、住民組織等に対して、

整備に関連する補助等を行うことにより、地域におけるコミュニティづくりを推

進する。 

① 市有集会施設等の整備及び維持管理（8,263千円（前年度 81,236千円）） 

政策的に市が設立し、継続して保有する集会所の改修及び施設の修繕、維

持管理等を行う。 

  【令和７年度事業（主なもの）】 

○原西部集会所改修設計業務(4,000千円) 

     

 

 

 

 

 

 

       原西部集会所 

 

② 集会施設整備費の補助（31,507千円（前年度 24,774千円）） 

ア 住民組織自らが行う集会施設の整備（新築・改築・修繕等）に対する 

補助金交付 

   

 

 

 

 

 
 
イ 集会施設の適正配置を進めるための譲渡集会施設の整備（改築・修繕等）

に対する補助金交付  

 

 

 

 

 

 

 
 

補助対象 件数 補助率 限度額 

新築 0 1/2 650万円 

改築 12 1/2 650万円 

修繕 3 1/2 50万円 

備品購入 1 所要額 なし 

補助対象 件数 補助率 限度額 

改築 3 3/4 650万円 

修繕 3 10/10 100万円 

解体 0 10/10 全額 

下水道接続 0 10/10 全額 

登記 1 10/10 全額 
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事業の概要 

③ 一般コミュニティ助成事業（10,000千円（前年度 10,000千円）） 

（財）自治総合センターが宝くじの普及・広報の一環として実施している

一般コミュニティ助成事業を活用して、住民自治協議会に対し、地域のイベ

ントや日常の活動に必要な資器材・備品等の購入費を助成する。 

上限 2,500千円（助成率 10/10）×４団体 

 

④ 地縁団体の設立支援及び認可 

集会所等の不動産を所有することとなる自治会等に対し、地縁団体の設立

支援及び申請に基づく地縁団体の認可を行う。  
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( ) シート

１　第五次東広島市総合計画に掲げる施策

２　目的別事業群の概要

３　事業群の目指す姿と戦略

４　成果指標

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

５　コスト情報

国際交流活動参加者（市が
関係するもの）の満足度

の割合
― ― 80.0%

国際交流ボランティア
の登録者数

590人 590人 650人

中

現状

寄与度仮説に基づく戦略

件

人件費

戦略No.

成果指標
初期値

（年度）

目標値及び実績値 終期目標値

（年度）

達成率
単位

R6 R7 R8

(ｲ)

(ｱ)
市多言語ホームページ
へのアクセス数

380,000

課題

外国人市民の生活環境の充実

外国人：必要な情報を入手できない等により、生
活に困り事がある人がいる
日本人：外国人市民が多く暮らすことに不安を感じ
ている人がいる

外国人も共に活躍できる環境づくり

事業群の

目指す姿

言語や文化の違いにかかわらず、外国人を含む全
ての市民が、相互理解のもと、個性と能力を活か
し、地域で共に活躍できる多文化共生社会の実現

1

2

情報提供の充実や多言語対応、相談対応など外
国人市民の生活支援

地域住民や同国出身者とのつながりの希薄さや、
外国人市民の活躍の場の不足

中

目的別事業群名 主管部局・所属

施策の将来の目標像 　言語や文化の違いにかかわらず、外国人を含む全ての市民が、相互理解のもと、個性と能力を活か
し、地域で共に活躍できる多文化共生の社会が実現しています。

① 生活環境部 市民生活課
言語・文化等の違いによらない円滑な暮らし
の実現

指標 初期値（R6年度） 実績値（R6年度） 目標値（R12年度）

「東広島市での暮らし」に
満足している外国人市民

の割合
89.1% 89.1%

国際化推進協議会
の会員数

31団体 31団体 37団体

90.0%

令和 7 年度 予算

まちづくり大綱 ２　暮らしづくり 施　策 6 多文化共生と国際化の推進

目的別事業群総括管理

上段：目標値

中段：実績値

下段：達成率

320,000320,000 340,000330,000

R6

目的別

事業群

事業費

（千円）

当初予算額

Ｒ

６

年

度

Ｒ

７

年

度

決算額

一般財源

39,184

12,460

36,138

9,898

一般財源

関係部局・所属

施策の数値目標

(ｳ)

R12
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６　戦略を構成する事務事業 （単位：千円）

７　Ｒ7事業費の分析（差額＝「Ｒ7年度当初予算額」－「Ｒ7年度決算額」） ※決算額には繰越を含む。

８　Ｒ7成果指標の分析（成果指標の平均達成率）

９　取組の分析

１０　総合評価

＜総評＞

１１　今後の課題及び取組方針

区分 分析視点

妥当性 ・目的達成のために必要か
・対象、手段は適切か

有効性
・取組みの効果はあるか
・他に類似・重複している
　事業は無いか

効率性
・コスト削減余地は無いか
・実施主体は適切か
　（直営・委託等）

総合評価

課題

→

課題を踏まえた今後の取組方針

外的

要因
・外的な要因による影響は
　あったのか。

２・１・７

外国人市民受入体制等整備事業

２・１・７

コミュニケーション支援事業

２・１・７

国際化推進プラン推進事業

２・１・７

外国人市民地域参画促進事業

39,184
合計

差額

平均達成率 分析

分析内容

23,245

0 0

26,179

6,136 6,348

0 0

6,684 153

2.13
0 0

36,138

分析

№
款・項・目

事務事業名
所属 人役

1-3 市民生活課 0.30

2-1 市民生活課 0.30

1-1 市民生活課 1.23

1-2 市民生活課 0.30

R6 当初予算額

R6 決算額

R7

R7

当初予算額

決算額

0 0

3,119 3,458

0 0

決算時記載
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概要シート   

まちづくり大綱 施策 目的別事業群 

２ 暮らしづくり ６ 多文化共生と国際化の推進 ① 
言語・文化等の違いによら

ない円滑な暮らしの実現 

 

事業の概要 

戦略 1 外国人市民の生活環境の充実 予算 32,680千円 前年度 36,065千円 

事務事業 1-1 外国人市民受入体制等整備事業 予算 26,179千円 前年度 23,245千円 

内容 

1-1_外国人市民の受入体制等の整備 

外国人市民が個性と能力を発揮し、安心して快適に暮らすことができるように

するために、受入体制等を整える。 

① 相談体制の充実（15,130千円（前年度 12,846千円）） 

ア 外国人コミュニケーションコーナーの運営 

コミュニケーションコーナーを開設し、多言語で生活相談に応じるほか、

生活支援やイベント等各種情報を提供する。 

(ｱ) 多言語による相談窓口の開設（英語、中国語、ポルトガル語、ベトナ 

ム語） 

 

 

 (ｲ) 多言語による無料法律相談の実施（6回：3人×45分） 

(ｳ) 海外の情報誌や書籍を閲覧できる情報コーナーの開設 

(ｴ) 対象者の特性に応じたツールを活用した情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

  

（コミュニケーションコーナー）     （多言語による相談窓口） 
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事業の概要 

② 情報提供の充実（10,089千円（前年度 8,863千円）） 

ア 生活オリエンテーションの実施（うち 1,146千円） 

新規転入の外国人へ必要な各種行政サービスや生活習慣、ルール等を説

明するオリエンテーションを実施し、円滑な生活のスタートを支援する。 

(ｱ) 転入手続き等来庁時のオリエンテーション（庁内窓口で随時実施） 

(ｲ) 留学シーズンにおける大学への出張オリエンテーション（随時実施） 

(ｳ) 事業所等への出張オリエンテーション（希望により随時実施） 

イ 相談機能の充実・行政資料等の多言語化の推進（うち 8,876千円） 

行政国際化推進員の配置による窓口通訳、行政資料等の多言語化を推進

する。（通年 1名） 

ウ 各種行政窓口等における多言語対応の充実（うち 67 千円） 

自動翻訳ツールの配備により多言語対応の充実を図る。（15台配備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（大学での生活オリエンテーション） (事業所でのオリエンテーション) 

 

③ 多様な人材の活躍支援（960千円（前年度 1,536千円）） 

  ア 私費留学生等への支援 

市内に在住する私費留学生等に対し、奨学金の経済的支援を行う。 

    ・奨学金：4名 

20千円/月×12ヵ月 

  【廃】住居費助成：前期 8名、後期 8名（前年度 576千円） 

6千円/月×6ヵ月 

留学生以外の在留資格者が増加しているため、令和 6年度末をもって 

留学生向けの住居費助成制度を廃止する。  

 

 

 

 

 

 

（iPad配備所属）管財課、市民税課、こども家庭課、保育課、学事課、 

地域共生推進課、産業振興課、青少年育成課、市民生活課（5） 

（ポケトーク配備所属）市民課（2）  
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事業の概要 

戦略 1 外国人市民の生活環境の充実 予算 32,680千円 前年度 36,065千円 

事務事業 1-2 コミュニケーション支援事業 予算 6,348千円 前年度 6,136千円 

内容 

1-2_コミュニケーション支援 

① 日本語教室等の開催（6,318千円（前年度 6,106千円）） 

ア にほんごきょうしつ東広島Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（各週 2回）、Ⅳ（週 1回） 

（うち 4,444千円） 

日本語教師がレベルに応じて授業を実施する教室型の日本語教室を実施

する。 

イ にほんごわいわい（週 1 回・西条 2 クラス、八本松・黒瀬・安芸津各 1

クラス）                     （うち 923 千円） 

ボランティアとの会話をとおして、日本語習得を支援する交流型の日本

語教室を実施する。 

ウ Ｏｎｅ-ｔｏ-Ｏｎｅにほんご（随時） 

ボランティアと外国人市民が 1 対 1 で日本語での会話をとおして、外国

人の日本語習熟度を高めるとともに、相互の国際理解を深める。 

エ にほんごひろばＵ-18（小学生向け週 2回、中高生向け週 2回） 

                        （うち 951 千円） 

外国人児童生徒を対象に、日本語学習や教科学習の支援及び居場所づく

りに取組む。 

  

 

 

 

 

 

 

（にほんごきょうしつ東広島）        （にほんごわいわい） 

  

② 「やさしい日本語」の普及促進（30千円（前年度 30千円）） 

ア 市職員への「やさしい日本語」研修の実施 

窓口等での外国人市民とのコミュニケーションを円滑にするため、市職

員を対象に、外国人にもわかりやすい「やさしい日本語」の普及に向けた

研修を実施する。 

  【活動指標】 

実施回数 1回  

※R5 実績 2回 R6 実績 1回 
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事業の概要 

戦略 1 外国人市民の生活環境の充実 予算 32,680千円 前年度 36,065千円 

事務事業 1-3 国際化推進プラン推進事業 予算 153千円 前年度 6,684千円 

内容 

1-3_国際化推進プランの推進 

審議会を開催し、第３次国際化推進プランの取組みに対する実施状況の検証等

を行うほか、第４次国際化推進プランを策定する。 

① 国際化推進プラン審議会の開催（153千円（前年度 459千円）） 

  現プランの検証や次期プラン策定に向けた審議会を開催する。 

 

 

事業の概要 

戦略 2 
外国人も共に活躍できる環境づ

くり 
予算 3,458千円 前年度 3,119千円 

事務事業 2-1 外国人市民地域参画促進事業 予算 3,458千円 前年度 3,119千円 

内容 

2-1_外国人市民の地域参画の促進 

外国人市民が地域とつながることにより、安心して生活し、地域社会で活躍で

きるよう啓発を行う。 

① 地域活動への参加促進（3,246千円（前年度 2,901千円）） 

ア 多文化共生コーディネーターの配置 

外国人市民の地域活動への参加を促進するため、多文化共生コーディネ

ーターを配置し、地域の国際交流を支援する。 

 

② 市民への意識啓発（212千円（前年度 218千円））       

ア 「やさしい日本語」（防災関係）講座の実施（うち 71千円） 

外国人集住地域等で「やさしい日本語」（防災関係）講座を実施する。 

【活動指標】 

実施回数 1回  

※R5 実績 2回 R6 実績 2回（見込） 

【新】イ 地域における多文化共生の取組み紹介（うち 0千円） 

地域で多文化共生に取組む住民自治協議会等の取組みを市ホームページ

で紹介する。 

【新】ウ  外国人市民向け防災啓発講座の実施（うち 141千円） 

   市内在住の外国人市民に対し、防災に関する講座を開催し、キーパーソ

ンの育成とともに同国コミュニティ内や地域内での防災知識の普及を促

進する。 

【活動指標】 

実施回数 2回 
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( ) シート

１　第五次東広島市総合計画に掲げる施策

２　目的別事業群の概要

３　事業群の目指す姿と戦略

４　成果指標

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

５　コスト情報

初期値（R6年度）

89.1%

実績値（R6年度）

89.1%

目標値（R12年度）

90.0%

R12
国際交流ボランティア
の登録者数

成果指標
初期値

（年度）

目標値及び実績値

R6 R7 R8

590 600

(ｱ)
国際交流活動参加者
(市が関係するもの）の
満足度の割合

R6

590

R6 %

人件費

650

終期目標値

（年度）

達成率
単位

人

80.0

上段：目標値

中段：実績値

下段：達成率

事業群の

目指す姿

友好都市・親善都市等との都市間交流や、地域に
暮らす日本人・外国人市民の交流機会の創出に
より、市民の国際感覚の醸成と異文化理解の促進
を図る

1
誰もが参加しやすい交流機会が少なく異文化理解
が十分でない
交流を支える団体間のつながりが十分でない

中

指標

「東広島市での暮らし」に
満足している外国人市民

の割合

現状

戦略No.寄与度仮説に基づく戦略課題

交流による異文化理解の促進

外国人：交流したいと思っているが交流できていな
い人がいる、地域住民との交流がなく地域に溶け
込めていない人がいる
日本人：外国人市民が多く暮らすことに不安を感じ
ている人がいる

令和 7 年度 予算

まちづくり大綱 ２　暮らしづくり 施　策 6 多文化共生と国際化の推進

目的別事業群総括管理

施策の将来の目標像 　言語や文化の違いにかかわらず、外国人を含む全ての市民が、相互理解のもと、個性と能力を活か
し、地域で共に活躍できる多文化共生の社会が実現しています。

② 生活環境部 市民生活課国際交流と相互理解の促進

国際交流ボランティア
の登録者数

0 76.075.0

関係部局・所属

590人 590人 650人

国際交流活動参加者（市が
関係するもの）の満足度

の割合
― ― 80.0%

国際化推進協議会
の会員数

31団体 31団体 37団体

目的別事業群名 主管部局・所属

目的別

事業群

事業費

（千円）

当初予算額

Ｒ

６

年

度

Ｒ

７

年

度

決算額

一般財源

8,550

1,652

9,608

4,056

一般財源

(ｲ)

施策の数値目標

(ｳ)
国際化推進協議会の
会員数

団体R6

R12

610

R12

32 3331 3731
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６　戦略を構成する事務事業 （単位：千円）

７　Ｒ7事業費の分析（差額＝「Ｒ7年度当初予算額」－「Ｒ7年度決算額」） ※決算額には繰越を含む。

８　Ｒ7成果指標の分析（成果指標の平均達成率）

９　取組の分析

１０　総合評価

＜総評＞

１１　今後の課題及び取組方針

２・１・７

国際交流推進事業

２・１・７

都市間交流推進事業

総合評価

課題

→

課題を踏まえた今後の取組方針

外的

要因
・外的な要因による影響は
　あったのか。

8,550
合計

差額

平均達成率 分析

分析内容

7,132

0 0

8,268

1,418 1,340

0 0

1.00
0 0

9,608

分析

№
款・項・目

事務事業名
所属 人役

1-1 市民生活課 0.80

1-2 市民生活課 0.20

R6 当初予算額

R6 決算額

R7

R7

当初予算額

決算額

区分 分析視点

妥当性 ・目的達成のために必要か
・対象、手段は適切か

有効性
・取組みの効果はあるか
・他に類似・重複している
　事業は無いか

効率性
・コスト削減余地は無いか
・実施主体は適切か
　（直営・委託等） 決算時記載
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概要シート   

まちづくり大綱 施策 目的別事業群 

２ 暮らしづくり ６ 多文化共生と国際化の推進 ② 
国際交流と相互理解の促

進 

 

事業の概要 

戦略 1 交流による異文化理解の促進 予算 9,608千円 前年度 8,550千円 

事務事業 1-1 国際交流推進事業 予算 8,268千円 前年度 7,132千円 

内容 

1-1_国際交流の推進 

外国人市民と日本人市民が相互理解のもと、共に市民として暮らす多文化共生

のまちづくりを実現するために、多様な市民の交流を推進し、国際感覚の醸成と

相互理解を深める。 

① 交流機会の創出と活動の支援（7,375千円（前年度 6,354千円））  

ア 誰もが参加しやすい交流機会の創出（うち 6,977千円） 

(ｱ) 国際化推進協議会による交流事業（東広島国際フェスタ等） 

交流団体、学生、企業等様々な個人・団体と連携し、誰もが参加しやす

い国際交流イベント等を開催する。また、多様な交流団体や個人が連携す

ることで、相互協力の体制づくりやネットワークの充実を図り、国際交流

活動の活性化に繋げる。 

(ｲ) ＨＩＣと連携した多文化共生事業（子ども英語村、東広島バスツアー、

子育て交流会等） 

外国人市民、日本人市民の交流機会の提供を行うことにより、地域の国

際化や多文化共生を推進する。 

※ＨＩＣ＝（公財）ひろしま国際センター 

【拡】イ 新たなつながり作りのための交流機会の創出（うち 398千円） 

広島大学の国際交流拠点施設「ミライクリエ」を活用し、定期的に交流

の場を設け、外国人市民の国別コミュニティの形成や防災知識の啓発を通

じ、市民との交流を促進する。 

【活動指標】 

実施回数 4回 

※R5 実績 4回 R6 実績 4回（見込） 

ウ 交流団体が実施する事業の情報発信等の支援 

広報紙や国際化推進協議会の HP等を活用し、随時、情報を発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

（東広島国際フェスタ）        （子育て交流会） 
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事業の概要 

② 意識啓発、異文化理解の促進（745千円（前年度 633千円）） 

ア 外国人市民への意識啓発、異文化理解の促進（うち 206千円） 

(ｱ) 国際化推進協議会による交流事業（日本伝統文化講座等） 

外国人市民を対象に日本文化紹介・体験の交流会を行い、異文化理解を

促進する。 

【新】(ｲ) 多文化共生ワークショップの開催 

      テーマを設け、外国人市民から見た東広島市の印象や行政に対する意

見をヒアリングするワークショップを開催する。 

【活動指標】 

実施回数 1回 

イ 日本人市民への意識啓発、異文化理解の促進（うち 479千円） 

(ｱ) ＨＩＣと連携した多文化共生事業（「やさしい日本語」講座） 

異文化理解のきっかけづくりとして、日本人市民に対して、「やさしい

日本語」講座等を実施して意識啓発を行う。 

【活動指標】 

実施回数 4回 

※R5 実績 2回 R6 実績 4回 

    (ｲ) 徳陽市紹介事業 

      パネル展示等により、日本人市民に対して友好都市である中国徳陽市

の紹介を行う。 

 ウ 国際協力研修事業への協力による国際理解の促進（うち 60千円） 

(ｱ) JICA「排水処理技術コース」への協力による国際理解の促進 

(ｲ) JICA中国が実施する各種研修コースへの協力    

【活動指標】 

協力数 5コース程度/年 

     ※R5 実績 6コース R6 実績 7コース 

※目的別事業群 3-5-① 2-2国際理解推進事業から移管。 

③ 交流を支える団体への支援及び人材の育成（148千円（前年度 145千円）） 

ア 国際交流関係団体への支援（うち 90千円） 

イ 国際交流ボランティア登録促進及び研修会実施（うち 58千円） 

【活動指標】 

実施回数 3回  

※R5 実績 3回 R6 実績 3回（見込） 

 

 

 

 

 

 

 

       （主な関係交流団体）      （国際交流ボランティア研修会） 
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事業の概要 

戦略 1 交流による異文化理解の促進 予算 9,608千円 前年度 8,550千円 

事務事業 1-2 都市間交流推進事業 予算 1,340千円 前年度 1,418千円 

内容 

1-2_都市間交流の推進 

友好都市である中国徳陽市からの定期訪問団受入れをはじめとした、海外都市

との交流を推進する。 

① 中国徳陽市からの定期訪問団等の受入れ（1, 340千円（前年度 1,418千円）） 

友好提携日 1993年（平成 5年）10月 14日 

近年の交流状況 

■東広島市→徳陽市 

・2018年（平成 30年）10月 30日～11月 2日 

 定期訪問団（通訳含む 7名）を徳陽市へ派遣。 

■徳陽市→東広島市 

・2019年（令和元年）に来日予定であったが、新型コロナウイ 

ルスの影響等により延期。 

※定期訪問団については、友好提携年（1993年）を基準とし、 

互いに５年毎に派遣。 
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   令和７年度 分野別基盤事業（予算）シート 

まちづくり大綱 ２ 暮らしづくり 

 

内容 

＜総務部（経営戦略担当）＞ 

(1) 地域情報化の推進（149,319千円（前年度 127,680千円））【２款１項８目】 

① 情報通信基盤の整備（うち 141,198千円） 

ア 通信・放送サービスを提供するための引込線の敷設 

市が整備・所有する情報通信基盤（光ファイバーケーブル網）を用いて 

公設民営方式により提供するインターネット接続サービス又はケーブル

テレビ視聴サービスについて、サービス利用契約者に対してサービスが利

用できる環境を整備する。 

イ 情報通信基盤の保守等 

情報通信基盤の修繕、支障移転などの保守・維持管理を行う。 

② 公衆無線 LANの運営（うち 8,121千円） 

【拡】ア 東広島フリーWi-Fiの更新 

公共施設に配備している老朽化した公衆無線ＬＡＮ機器を更新し電波

到達範囲の拡大や、より簡易な認証方式へと変更することで、施設利用者

のインターネット環境の利便性向上を図る。 

また、あわせて「東広島運動公園体育館」に Wi-Fi環境を整備する。 

 

＜地域振興部＞ 

  (1) 地域センター等の管理運営  

（315,433千円（前年度 361,599千円））【２款１項９目】 

① 地域センター及び地区拠点施設の維持管理（うち 99,314千円） 

市内 37地域センター及び 11地区拠点施設の維持管理を行う。 

② 地域センター職員の配置（うち 19,071千円） 

地域センターの管理運営、住民自治協議会事務の補助及び生涯学習活動を

行う職員（センター長、事務補助員）を配置する。 

③ 地域センターの指定管理（うち 197,048千円） 

地域センターでの活動をより活発なものとするため、地域の状況に応じた

運営ができるよう地域センターに指定管理者制度を導入する。 

 

 

＜生活環境部＞ 

(1) 生業資金等債権の管理（414千円（前年度 250千円））【３款１項６目】 

① 債権の回収・管理 

生業資金等貸付金の債務者（連帯保証人、相続人含む）に対して、電話等

での納付指導を行うとともに、訪問や口座振替等による債権回収及び債権管

理を行う。 
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内容 

(2) 人権センターの管理運営 

（44,225千円（前年度 41,255千円））【３款１項６目】 

①  人権センターの管理運営（うち 42,072千円） 

市民の福祉向上や人権啓発推進の拠点となる市内 4 か所の人権センターの

維持管理を行う。 

② 交流促進講座等の開催（うち 2,153千円） 

市民相互の交流によって本市に生きることが誇りに持てる地域社会づくり

に資するため、地域ニーズに即した各種教養・文化活動の講座等を開催する。 

 

(3) 衛生施設浸水等の対応（556千円（前年度 556千円））【４款１項 1目】 

① 衛生施設浸水への見舞金（うち 156千円） 

豪雨等の自然災害により、家屋において床上浸水又は床下浸水の被害を受

けた世帯に対し、市民の福祉と生活の安定に資するため、浸水見舞金を交付

する。 

② 衛生施設流入土砂等の撤去（うち 400千円） 

災害救助法適用時において、災害により衛生施設に土砂等が流入した世帯

に対し、衛生施設の早期復旧と生活の安定に資するため、流入した土砂等の

撤去を行う。 

 

(4) 斎場の適切な管理運営 

（204,454千円（前年度 166,879千円））【４款１項４目】 

① 斎場（5か所）の管理運営、火葬業務 

斎場 5 か所（ひがしひろしま聖苑、黒瀬斎場、豊浄苑、河内斎場、安芸津

斎場）の維持管理等を行う。 

・ひがしひろしま聖苑エレベーター設備改修工事 50,000千円 

・黒瀬斎場火葬炉設備修繕 18,150千円 等 

 

(5) 市営墓地（ひがしひろしま墓園を除く）の貸付、維持管理 

（1,293千円（前年度 1,871千円））【４款１項４目】 

① 市営墓地（5か所）の管理運営 

ひがしひろしま墓園を除く旧町から引き継いだ墓園 5 か所（金口墓園、陰

地墓園、中屋谷第 1 墓園、中屋谷第 2 墓園、下河内墓園）の維持管理等を行

う。 

 

(6) 特定地域生活排水処理事業特別会計への繰出金 

（3,501千円（前年度 4,133千円））【４款１項４目】 

① 特定地域生活排水処理施設の管理運営費への繰出金 

市（旧河内町）が設置した小型浄化槽を適切に維持管理するため、使用料

収入では賄えない部分に対し、一般会計から繰出しを行う。 
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内容 

(7) 生活衛生事業の推進（731千円（前年度 648千円））【４款１項４目】 

① 生活衛生関係営業施設等に関する事務 

生活衛生営業六法関係施設、墓地、専用水道や簡易専用水道、特定建築物

や化製場等に関する手続き等の事務を行うとともに、各施設への立入監視指

導や報告聴取によって、適切な衛生管理が行われるよう指導を行う。 

登録数等
141
339
44
19
58
7

51

829

55

7
8,452

24,976

6

2

温泉法関係（温泉数）

クリーニング業法関係（クリーニング所数）
興行場法関係（興行場営業施設数）
コインオペレーションクリーニング営業施設の衛生措置等指導要綱関
係（コインランドリー営業所数）
水道法関係等（専用水道、簡易専用水道、小規模水道施設、小規模貯
水槽水道数）
建築物における衛生的環境の確保に関する法律関係（特定建築物設置
数）

広島県からの権限移譲事務
理容師法関係（理容所数）
美容師法関係（美容所数）
旅館業法関係（旅館営業所数）
公衆浴場法関係（公衆浴場数）

浄化槽法関係（浄化槽設置数）
有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律関係（有害物質を含
有する家庭用品製造販売等の調査検体数）
化製場等に関する法律関係（化製場、死亡獣畜取扱場、動物飼養収容
施設数）

（令和6年12月31日時点）

墓地、埋葬等に関する法律関係（墓地経営許可数）

 

(8) 広島県水道広域連合企業団への負担金 

（768,837千円（前年度 656,018千円））【４款 1項４目】 

① 広島県水道広域連合企業団への負担金 

本市及び広島県等、1 県 9 市 5 町が水道事業等を共同で経営することを目

的に設立した、広島県水道広域連合企業団の東広島事務所に対し、繰出基準

等に基づき負担する。 

 

(9) 清掃管理（672千円（前年度 667千円）【４款２項１目】 

廃棄物の処理及び清掃に係る許認可等事務、関係機関等との連絡調整等を行

う。 

 

(10) 広島中央環境衛生組合への負担金 

（2,690,022千円（前年度 2,609,206千円））【４款２項１目】 

① 広島中央環境衛生組合の運営等経費への負担金 

本市、竹原市及び大崎上島町の 2 市 1 町が一般廃棄物の広域処理を行うた

めに設置した、広島中央環境衛生組合の運営費等を負担する。 

 

(11) ひがしひろしま墓園の貸付、維持管理 

（11,015千円（前年度 10,942千円））【１款１項１目】 

 （ひがしひろしま墓園管理事業特別会計） 
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内容 

① ひがしひろしま墓園の管理運営 

ひがしひろしま墓園の維持管理等を行う。 

 

＜建設部＞ 

(1) 地籍調査事業（12,378千円（前年度 10,325千円））【６款１項５目】 

① 地籍調査の実施（うち 9,075千円） 

国土調査法等の関係法令に基づき、安芸津町木谷で調査等を行う。 

ア 地籍図原図及び地籍簿案の作成（0.09㎢） 

イ 一筆地調査、一筆地測量等（0.12㎢） 

 

(2) 土木総務事務（45,618千円（前年度 38,960千円））【８款１項１目】 

① 建設ＤＸの推進（うち 4,288千円） 

    ア ＩＣＴ利活用に向けた人材育成 

    イ ドローン等の機器整備や講習会費 

② その他経費（うち 41,330千円） 

会計年度任用職員の任用等に係る経費 

 

(3) 土木施設管理事務（72,648 千円（前年度 52,236 千円））【８款２項１目】 

① 駅前広場等施設の維持管理（うち 34,765千円） 

西条駅等の自由通路及び駅前広場（11か所）、公衆トイレ（7か所）、及び

吉行横断地下道の維持管理を行う。 

② 駅前広場等施設の修繕（うち 9,732千円） 

自由通路及び駅前広場等を適切に維持するために必要な修繕を行う。 

③ 道路・河川管理に係るデータ更新業務（うち 19,300千円） 

道路河川の入力データ作成、認定道路の台帳整理及び更新を行う。 

④ 道路河川維持作業（うち 7,422千円） 

ア 道路賠償責任保険 

イ 道路維持管理システム 

⑤ その他経費（うち 1,429千円） 

その他公共土木施設の管理等に係る経費 

 

(4) 駐車場管理運営事業（320,276千円（前年度 186,586千円））【８款２項１目】 

① 施設の管理運営（うち 44,906千円） 

市内の無料自転車駐車場（22施設）の清掃、管理及び有料自転車駐車場（2

施設）の管理を行う。 

② 駐車場等の修繕（うち 2,800千円） 

各駐車場の修繕を行う。 

③ 駐車場施設の使用料（うち 60,771千円） 

西条岡町駐車場リース料。 

④ 自転車駐車場敷地の借地料（うち 1,053千円） 

西条、白市各駅前自転車駐車場（3施設）の借地料。 
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内容 

⑤ 西条駅前第１自転車駐車場改修工事（うち 203,914千円） 

西条駅前第１自転車駐車場の大規模改修を行う。 

⑥ 放置自転車等の撤去・保管（うち 6,556千円） 

市内の放置禁止区域内の放置自転車等及び自転車駐車場内の長期放置自 

転車等の撤去や保管及び返還を行う。 

⑦ その他経費（うち 276千円） 

その他駐車場管理等に係る経費 

 

(5) 電源立地地域の対策（4,950千円（前年度 4,950千円））【８款２項 2 目】 

椋梨川水力発電所設置による減水区間地域の環境激変緩和のための対策を行

う。 

① 道路修繕に係る工事（うち 4,922千円） 

    浄蓮寺西線ほかの道路舗装修繕工事を行う。 

 

＜都市部＞ 

(1) 開発指導事務の適正かつ効率的な実施 

（2,815千円（前年度 7,585千円））【８款５項１目】 

①  都市計画法に基づく許可・検査及び指導事務 

②  宅地造成及び特定盛土等規制法に基づく許可・検査及び指導事務 

③  国土利用計画法及び公有地の拡大の推進に関する法律の処理事務 

 

(2) 安全・安心な憩いの場となる公園の維持 

（629,447千円（前年度 628,420千円））【８款５項４目】 

① 東広島運動公園、憩いの森公園の指定管理 （うち 262,259千円） 

② 樹木育成管理(うち 100,786千円) 

③ 清掃等管理（うち 175,978千円） 

④ 施設の修繕・更新（うち 87,060千円） 

【新】⑤ 東広島運動公園陸上競技場ネーミングライツ公募（うち 1,000千円） 

 

(3) 市営住宅等の管理・運営  

（108,607千円（前年度 117,663千円））【８款６項１目】 

① 施設の維持修繕（うち 75,017千円） 

指定管理者制度を活用し、市営住宅の維持修繕を行う。 

② 市営住宅に係る経常経費（うち 16,926千円） 

    市営住宅の土地賃借料及び光熱水費等 

  ③ 住宅使用料等の滞納整理（うち 4,999千円） 

    滞納家賃の督促及び臨戸訪問等により滞納整理を行う。 

  ④ 入居者情報管理（うち 830千円） 

    住宅システムの保守等に係る経費 

  ⑤ 市営住宅の修繕（うち 3,459千円） 

    市営住宅の家屋等小修繕料 
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内容 

  ⑥ 市営住宅からの移転補償金（うち 3,265千円） 

    老朽化した市営住宅からの移転補償金 

⑦ その他事務（うち 4,111千円） 

    市営住宅管理の必要経費（消耗品費、役務費、公有財産購入費等） 

 

(4) 建築指導事務の適正かつ効率的な実施 

（11,121千円（前年度 19,748千円））【８款１項２目】 

① 建築基準法に基づく審査及び指導事務（うち 6,321千円） 

② 民間建築物に係る費用の各種助成（うち 3,800千円） 

【新】③ 狭あい道路整備に係る費用の助成（うち 1,000千円） 

     敷地の前面が狭あい道路に接した敷地において、建築物の建築に合わせて

狭あい道路を拡幅する場合に、支障となる門塀等の除去に対する補助を行う。 
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